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伊
勢
の
ま
ち
は
、
お
白
石
持

行
事
が
終
盤
を
迎
え
、
い
よ
い

よ
神
宮
式
年
遷
宮
の
ク
ラ
イ
マ

ッ
ク
ス
で
あ
る
遷せ

ん

御ぎ
ょ

の
儀
も
間

近
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
中
部
国
際
空
港
と
伊

勢
市
を
結
ぶ
伊
勢
湾
海
上
ア
ク

セ
ス
推
進
事
業
の
問
題
に
つ
き

ま
し
て
は
、
私
が
市
長
に
就
任

後
、
中
学
校
区
単
位
で
の
市
民

懇
談
会
を
行
う
な
ど
、
市
民
の

皆
さ
ま
か
ら
種
々
ご
意
見
を
い

た
だ
く
中
で
、
事
業
の
中
止
を

決
定
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
残

さ
れ
た
タ
ー
ミ
ナ
ル
施
設
に
つ

い
て
は
、
他
の
利
活
用
を
図
る

市長室
　から

の
か
、
そ
れ
と
も
撤
去
を
す
る

の
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
で
検

討
を
し
ま
し
た
が
、
最
終
的
に

撤
去
す
る
方
向
性
を
導
き
出

し
、
平
成
23
年
９
月
に
施
設
の

撤
去
を
行
い
ま
し
た
。さ
ら
に
、

施
設
を
撤
去
す
る
に
当
た
っ
て

は
、
施
設
の
備
品
を
他
の
施
設

で
再
利
用
す
る
な
ど
少
し
で
も

有
効
活
用
す
る
よ
う
に
し
、
市

全
体
で
経
費
の
節
減
が
で
き
る

よ
う
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。

　

こ
の
海
上
ア
ク
セ
ス
推
進
事

業
に
関
し
て
は
、
貴
重
な
税
金

を
投
入
し
て
、
結
果
と
し
て
成

果
を
み
な
い
状
況
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
今
後
、
同
じ
よ

う
な
こ
と
を
繰
り
返
さ
な
い
た

め
に
も
、
第
三
者
委
員
会
を
設

置
し
原
因
解
明
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
市
と

し
て
重
要
な
施
策
を
進
め
て
い

く
場
合
に
は
専
門
家
の
助
言
も

得
な
が
ら
慎
重
に
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
、

こ
の
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て
ま
い

り
た
い
と
、
あ
ら
た
め
て
考
え

た
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
を
撤
去
し
た
後

の
土
地
の
賃
貸
借
契
約
に
つ
い

て
も
、
地
権
者
様
と
協
議
を
進

め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
年

開
催
を
い
た
し
ま
し
た
市
長
と

語
る
懇
談
会
を
含
め
、
種
々
、

ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
た

め
、
今
回
、
報
告
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

前
市
長
時
代
、
伊
勢
湾
海
上

ア
ク
セ
ス
推
進
事
業
に
必
要
な

旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
候
補
地
の

選
定
に
お
い
て
、
当
初
、
地
権

者
様
か
ら
は
「
今
後
も
自
社
使

用
を
予
定
し
て
い
る
土
地
で
あ

る
た
め
お
貸
し
で
き
な
い
」
と

の
お
返
事
で
あ
り
、
旅
客
タ
ー

ミ
ナ
ル
用
地
の
確
保
に
苦
慮
し

て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
市

か
ら
何
度
も
ご
無
理
を
お
願
い

す
る
中
、
事
業
へ
の
ご
理
解
を

い
た
だ
き
、「
伊
勢
市
の
活
性

化
の
た
め
に
な
る
な
ら
、
土
地

の
半
分
を
貸
し
て
も
良
い
」
と

の
お
返
事
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
事
業
計
画
が
進

む
に
つ
れ
て
、
当
借
地
で
は
用

地
面
積
が
不
足
す
る
た
め
、
他

所
に
土
地
を
確
保
す
る
た
め
奔

走
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
状
況
を
察
し
た
地
権
者

様
か
ら
「
当
地
で
の
自
社
の
事

業
活
動
を
中
断
し
、
市
の
た
め

に
土
地
全
体
を
貸
そ
う
」
と
の

お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
安
定
的
な
運
行
を
続

け
る
た
め
に
、
10
年
間（
土
地

賃
貸
借
契
約
は
30
年
間
）
は
契

約
を
解
除
で
き
な
い
旨
の
項
目

を
含
め
た
契
約
を
締
結
し
、
旅

客
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
が
進
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
就
航
を
目
前
に
運

行
事
業
者
が
撤
退
を
表
明
し
ま

し
た
。
施
設
の
存
廃
を
議
論
し

て
い
る
時
に
は
、
地
権
者
様
か

ら
は
、
せ
っ
か
く
造
っ
た
施
設

で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
防
災
施

設
と
し
て
使
用
す
る
な
ど
の
利

活
用
の
提
案
も
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
政
策
的
判
断
に
よ
り
撤

去
を
行
う
こ
と
と
い
た
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、こ
の
こ
と
と
は
別
に
、

朝
日
丸
建
設
㈱
様
よ
り
「
市
民

福
祉
の
た
め
に
活
用
し
て
く
だ

さ
い
」
と
の
こ
と
で
、
市
に
寄

附
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

タ
ー
ミ
ナ
ル
用
地
の
賃
借
料
と

の
関
連
性
を
疑
わ
れ
る
よ
う
な

こ
と
も
含
め
、
こ
れ
ま
で
の
一

部
情
報
に
よ
り
真
意
と
は
異
な

る
よ
う
な
受
け
止
め
方
を
さ
れ

る
な
ど
、
ご
好
意
を
傷
つ
け
る

よ
う
な
状
況
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
い

ろ
い
ろ
な
経
過
が
ご
ざ
い
ま
し

た
が
、
こ
の
た
び
、
土
地
の
賃

借
料
に
つ
い
て
、
地
権
者
様
の

ご
理
解
を
賜
り
、
平
成
29
年
９

月
末
ま
で
の
契
約
期
間
の
残
期

間
を
半
分
と
す
る
形
で
、
平
成

25
年
度
以
降
の
賃
借
料
を
半
額

と
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
本

事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
民

の
皆
さ
ま
、
地
権
者
様
お
よ
び

関
係
者
の
方
々
に
ご
迷
惑
を
お

掛
け
し
ま
し
た
こ
と
、
あ
ら
た

め
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
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国道42号国道42号国道42号国道23号国道23号国道23号

鳥羽南・白木IC（鳥羽市白木町）鳥羽南・白木IC（鳥羽市白木町）鳥羽南・白木IC（鳥羽市白木町）

パー
ルロ
ード

パー
ルロ
ード

パー
ルロ
ード

国
道
16
7号

国
道
16
7号

国
道
16
7号

伊勢
二見
鳥羽
ライ
ン

伊勢
二見
鳥羽
ライ
ン

伊勢
二見
鳥羽
ライ
ン

伊
勢
道
路（
県
道
伊
勢
磯
部
線
）

伊
勢
道
路（
県
道
伊
勢
磯
部
線
）

伊
勢
道
路（
県
道
伊
勢
磯
部
線
）

鳥羽鳥羽鳥羽

志摩磯部志摩磯部志摩磯部 的矢湾

JR

近鉄

伊勢市

志摩市

第
二
伊
勢
道
路

第
二
伊
勢
道
路

第
二
伊
勢
道
路

L=
7.
6
㎞

L=
7.
6
㎞

L=
7.
6
㎞

松下JCT松下JCT松下JCT

鳥羽市鳥羽市鳥羽市

　

県
が
整
備
を
進
め
て
き
た
国

道
１
６
７
号
第
二
伊
勢
道
路
が

完
成
し
、
９
月
14
日
㈯
に
開
通

し
ま
す
。

　

現
在
、
伊
勢
市
と
志
摩
市
を

結
ぶ
県
道
伊
勢
磯
部
線（
伊
勢

道
路
）
お
よ
び
鳥
羽
市
街
を
通

る
国
道
１
６
７
号
は
、
伊
勢
志

摩
地
方
の
幹
線
交
通
を
担
う
道

路
と
し
て
、
生
活
・
産
業
・
観

光
の
面
で
大
き
く
貢
献
し
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
自
動
車
交
通
量
の

増
加
に
よ
り
、
休
日
や
観
光
シ

ー
ズ
ン
に
は
慢
性
的
な
渋
滞
が

発
生
す
る
と
と
も
に
、
伊
勢
道

路
は
急
峻
な
地
形
の
上
に
急
カ

ー
ブ
が
連
続
す
る
た
め
交
通
事

故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
開
通
す
る
第
二
伊
勢
道

路
は
、
鳥
羽
市
白
木
町
か
ら
二

見
町
松
下
の
７
・
６
㎞
を
結
ぶ

幹
線
道
路
で
、
伊
勢
地
域
と
志

摩
地
域
を
相
互
に
結
ぶ
道
路
で

す
。
ま
た
、
二
見
町
松
下
側
で

伊
勢
二
見
鳥
羽
ラ
イ
ン
と
連
結

す
る
こ
と
に
よ
り
、
中
京
・
関

西
の
大
都
市
圏
へ
の
広
域
交
流

圏
の
形
成
を
図
る
道
路
で
す
。

　

こ
の
道
路
の
開
通
に
よ
り
、

現
在
の
道
路
と
の
交
通
機
能
分

担
が
図
ら
れ
、
交
通
混
雑
の
緩

和
、
交
通
所
要
時
間
の
短
縮
、

交
通
事
故
の
減
少
な
ど
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
経
済
発
展

や
観
光
振
興
な
ど
地
域
活
性
化

の
効
果
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

道路延長　7.6km
事 業 費　約315億円

 想定される事業効果
・・鳥羽市白木町～二見町松下は、

　20分弱の時間短縮が図れます
・・志摩地域への交通が、混雑して

　いる内宮周辺を経由しなくても

　よくなり、時間短縮が図れます

監理課（☎㉑5580）　　三重県志摩建設事務所鳥羽地域プロジェクト推進室（☎0599・43・5216）

開 通 区 間　国道167号 第二伊勢道路
　　　　　　  （鳥羽南・白木インターチェンジ〔鳥羽市白木町〕～松下ジャンクション〔二見町松下〕）
開通予定日時　９月14日㈯、午後３時

９月14日

 事業概要
事業区間　鳥羽市白木町～二見町松下
事業期間　平成８～25年度

第二伊勢道路が開通！
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９月１日は ８月30日～
９月５日は

　

９
月
１
日
は「
防
災
の
日
」、

８
月
30
日
〜
９
月
５
日
は
「
防

災
週
間
」
で
す
。

　

防
災
の
日
は
、
関
東
大
震
災

が
発
生
し
た
日
で
あ
る
と
と
も

に
、
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る

時
季
で
も
あ
り
、
ま
た
、
昭
和

34
年
９
月
26
日
の
「
伊
勢
湾
台

風
」
に
よ
っ
て
大
き
な
被
害
を

被
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
地
震

や
風
水
害
な
ど
に
対
す
る
心
構

え
を
育
成
す
る
た
め
に
創
設
さ

れ
ま
し
た
。

　

８
〜
９
月
は
、
日
本
に
台
風

が
多
く
上
陸
す
る
時
季
で
す
。

日
頃
か
ら
の
備
え
に
よ
り
、
大

切
な
家
族
の
生
命
と
財
産
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

危機管理課（☎㉑5523）
　

市
で
は
、
自
然
災
害
に
よ
っ

て
住
民
の
生
命
・
財
産
に
被
害

が
出
る
恐
れ
の
あ
る
と
き
、
避

難
勧
告
や
避
難
指
示
な
ど
の
避

難
情
報
を
発
令
し
、
避
難
を
呼

び
掛
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
避
難
情
報
は
、
台

風
や
集
中
豪
雨
に
よ
り
河
川
の

 

避
難
勧
告
な
ど
を
知
っ
て  
 

お
こ
う
！

氾
濫
や
土
砂
災
害
が
予
測
さ
れ

る
と
き
や
、
地
震
に
よ
る
津
波

到
達
が
予
測
さ
れ
る
と
き
に
発

令
し
ま
す
。

　

市
が
発
令
す
る
避
難
情
報
に

つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
避
難

開
始
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
知
っ
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

避難情報の種類と内容

　河川の水位やその後の雨量予測をもとに判断し、洪
水の危険性が高まったときに避難情報を発令します。
◎洪水の危険度を知るには…
　　国土交通省では、全国のレーダ雨量情報や水位情
　報、洪水予報、ダムの放流情報などを、ホームペー
　ジ「川の防災情報」でお知らせしています。
　　また、NHK では、地上デジタルテレビ放送のデー
　タ放送で、河川水位や雨量情報を提供しています。
「川の防災情報」ホームページ
パソコン用　http://www.river.go.jp/
携帯電話用　http:// i.river.go.jp/

　県と地方気象台が「土砂災害警戒情報」を発表した
ときなど、大雨による土砂災害発生の危険性が高まっ
たときに避難情報を発令します。
◎土砂災害の危険度を知るには…
　　市では、「土砂災害情報相互通報システム」を導入
　し、雨量情報や土砂災害の危険度などを、ホームペ
　ージでお知らせしています。
「土砂災害情報相互市通報システム」ホームページ
パソコン用　http://dosya.city.ise.mie.jp
携帯電話用　http://dosya.city.ise.mie.jp/m/

＜土砂災害＞＜洪水＞

避難準備情報
住民に対して避難準備を呼び掛けるとともに、高齢者や障がい者
などの災害時要援護者に対して、早めの段階で避難行動を開始す
ることを求めるものです。

避難勧告 住民に対して、避難を勧めるものです。

避難指示
住民に対して、避難勧告よりも強く避難を求めるものです。避難
勧告よりも急を要する場合や、人に被害が出る危険性が高まった
場合に発令します。

防災の日 防災週間

大雨時の宮川の様子

自然災害の危険度を知る方法

台風時季
 大雨に備えよう！
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防災メール登録方法
　バーコードリーダー機能付きの携帯電話の場
合、二次元コードを読み取れば、登録画面に入
ることができます。また、bousai-touroku@bousai.
city.ise.mie.jpに
空メールを送
信すると、登
録用のメール
が届きます。

　

市
が
避
難
勧
告
・
避
難
指
示

を
発
令
す
る
場
合
は
、
防
災
行

政
無
線
・
防
災
メ
ー
ル
・
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
な
ど
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

防
災
メ
ー
ル
は
、
防
災
行
政

無
線
の
放
送
内
容
を
、
登
録
し

た
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
配
信
す

る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
防
災
行
政

無
線
は
、
天
候
や
風
向
き
に
よ

っ
て
は
聞
き
取
り
に
く
い
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
防
災

メ
ー
ル
の
登
録
を
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

もしものときに備えて

◆日頃からの備え
・・非常持ち出し品を準備しておく
・・停電に備えてカセットコンロ・懐中電灯・携
　帯ラジオを準備しておく
・・断水に備えて飲料水を準備しておく
・・浴槽に水を張るなどして、生活用水を確保し
　ておく
・・いざというときに避難する場所を確認しておく
・・緊急時の連絡手段「災害用伝言ダイヤル171」
　を確認しておく

◆台風が近づいたときの注意点
・・テレビ・ラジオ・インターネットなどで最新
　の気象情報を入手する
・・強風に備え、家屋や塀・雨どいなどの老朽化
　している所を補強しておく
・・強風で飛ばされそうな物や、浸水時に流され
　そうな物を、室内に入れるか固定しておく
・・強風により飛ばされた物でけがをする恐れが
　あるので、外出は控える
・・増水した川や崖の下など、危険な場所へ近づ
　かないようにする（土砂崩れなどに対する注意
　も必要）

◆避難するときの注意点
○避難勧告などが発令されたらすぐに避難
　　避難勧告などが発令された場合、速やかに
　避難することが大原則です。特に、次のよう
　な人は、すぐに避難行動をとりましょう。
　　・・川の近くに住んでいる人
　　・浸水想定が水深３ｍ以上の区域に住んでい
　　　る人
　　・・平屋建ての家に住んでいる人
　　・・避難に時間がかかる高齢者・障がい者など
○浸水が始まったら２階への待避も検討を
　浸水が始まってしまうと、水深50cm 程度でも
足元をすくわれ、また、泥水で足元にある側溝
やマンホール穴が見えないため、非常に危険を
伴います。
　避難が遅れ、身に危険が迫っているが安全な
場所まで避難する時間がない場合や、避難路が
浸水して安全に避難することができない場合は、
自宅や隣接建物の２階以上へ緊急的に避難して
ください。
※浸水想定については、「広報いせ」４月１日号
　と同時配布した「伊勢市防災マップ」または
　市のホームページを参考にしてください。

　台風が上陸すると、暴風による建物被害や、冠水・土砂崩れなどによる道路被害、大規模な停電
や断水などが発生する可能性があります。
　いざというときのために、次のことを心掛けておきましょう。

　

気
象
庁
で
は
こ
れ
ま
で
、
大

雨
・
津
波
・
高
潮
な
ど
に
よ
り

重
大
な
災
害
が
発
生
す
る
恐
れ

が
あ
る
と
き
に
気
象
警
報
を
発

表
し
て
い
ま
し
た
が
、
８
月
30

日
か
ら
は
、
こ
れ
ら
に
加
え
、

警
報
基
準
を
は
る
か
に
超
え
る

豪
雨
や
大
津
波
な
ど
が
予
想
さ

れ
る
と
き
は
、
特
別
な
警
戒
を

呼
び
掛
け
る
た
め
の
「
特
別
警

報
」
を
発
表
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
た
場

合
、
市
で
は
防
災
行
政
無
線
・

防
災
メ
ー
ル
・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
、
注
意
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、「
広
報
い
せ
」

８
月
15
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

気
象
庁
が
特
別
警
報
の

 

発
表
を
開
始

 
避
難
情
報
を
知
る
方
法
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　保育所（園）では、保護者が仕事や病気などにより家庭での保育が困
難な子どもを預かっています。

入所資格　市内に住所を有し、次のいずれかに該当する子ども
　　　　　・　　　　　・保護者が家庭外で働いている
　　　　　・　　　　　・保護者が家庭内で家事以外の仕事をしている
　　　　　・　　　　　・保護者が妊娠中または出産後間がない
　　　　　・　　　　　・保護者に疾病または障がいがある
　　　　　・　　　　　・家庭内に病人などがいて、保護者が常時看護している
　　　　　・　　　　　・災害に遭い、保護者がその復旧に当たっている

保育日時　月～土曜日、午前８時30分～午後４時30分
　　　　　※家庭の状況により、下表の開所（園）時間内で保育時間を
　　　　　　延長できます。（右表の時間帯は、別途延長保育料が必要）

申し込み　10月１日㈫～21日㈪に、入所申込書（９月２日㈪以降、各保育
　　　　　所にあります）を、第一希望の保育所（園）へ
　　　　　※現在通っている保育所（園）を引き続き希望する場合は、入
　　　　　　所申込書の提出は不要です。

保  育  料　保護者などの所得税・市民税額により決定
　　　　　※給食費は、３歳児以上から主食費のみ必要です。

延長保育料が必要な時間帯
保育所（園）名 時間帯

保育所きらら館

18:00 以降

船江保育園

たけのこ保育園

みややま保育園

なかよし保育所

えがお保育園

あけの保育園

大世古保育所 18:15 以降

豊浜西保育所 18:30 以降

保育所
保育所（園）名 所在地 電話番号 開所（園）時間 保育開始年齢 定員

公
立

明倫保育所 吹上 2丁目 11-42 ㉘ 6775 7:30 ～ 18:30 生後 3カ月  90 人
浜郷保育所 黒瀬町 1637 ㉒ 1964 7:30 ～ 18:00 生後 3カ月 120人
大世古保育所 大世古 4丁目 2-13 ㉕ 3676 7:15 ～ 19:15 生後 3カ月 150人
保育所きらら館 常磐 2丁目 4-40 ㉑ 4555 7:00 ～ 19:00 生後 3カ月  60 人
二見浦保育園 二見町荘 2068-1 43 2261 7:30 ～ 18:00 生後 6カ月 200人
五峰保育園 二見町山田原 446-1 43 4300 7:30 ～ 18:00 生後 6カ月 100人
高城保育園 二見町今一色 874-398 43 3074 7:30 ～ 18:00 生後 6カ月  60 人
あけぼの園 小俣町明野 1653 ㉒ 2665 7:30 ～ 18:00 生後 6カ月 100人
しらとり園 小俣町湯田 359 ㉒ 2735 7:30 ～ 18:00 2 歳  60 人
ゆりかご園 小俣町本町 444 ㉒ 2016 7:30 ～ 18:00 生後 6カ月 120人
御薗第一保育園 御薗町長屋 416-1 ㉒ 1574 7:30 ～ 18:00 生後 6カ月 180人
御薗第二保育園 御薗町高向 731 ㉘ 7300 7:30 ～ 18:00 生後 6カ月 150人

私
立

大湊保育園 大湊町 1080-1 36 3260 7:30 ～ 17:30 生後 3カ月  70 人
一色保育園 一色町 1316 ㉒ 2037 8:00 ～ 17:30 生後 3カ月 120人
村松保育園 村松町 143-1 37 2197 7:30 ～ 18:00 生後 3カ月  45 人
船江保育園 船江 3丁目 11-43 ㉘ 1532 7:00 ～ 19:00 生後 3カ月  90 人
たけのこ保育園 常磐町 74-5 ㉕ 6618 7:00 ～ 19:00 生後 43日 100 人
マリア保育園 岡本 1丁目 2-33 ㉕ 7490 7:30 ～ 18:00 生後 3カ月 120人
東大淀保育園 東大淀町 2-12 37 1239 7:30 ～ 18:00 生後 3カ月 70人
豊浜西保育所 磯町 1736 37 0883 7:30 ～ 19:00 生後 3カ月 120人
みどり保育園 矢持町 426 39 1330 8:30 ～ 17:00 生後 3カ月  60 人
有滝保育園 有滝町 2102-55 37 4548 7:30 ～ 18:00 生後 3カ月  60 人
中須保育園 中須町 416-43 ㉔ 9258 7:30 ～ 18:00 生後 3カ月  100 人
佐八保育園 佐八町 728-2 39 0055 7:30 ～ 18:00 生後 3カ月 60人
みややま保育園 旭町 348 ㉕ 7160 7:00 ～ 19:00 生後 3カ月  90 人
なかよし保育所 勢田町 642-3 ㉔ 0570 6:30 ～ 21:00 生後 42日  45 人
えがお保育園 小俣町元町 569 ㉑ 1031 7:00 ～ 19:00 生後 6カ月  60 人
あけの保育園 小俣町新村 558-20 ⑳ 7160 7:00 ～ 19:00 生後 3カ月  90 人

※定員は、変更する場合があります。

保育所（園）

保育所（園）・認定こども園運営経費〔平成25年度予算〕　29億 7,709万 3千円
（うち保育料、国・県負担金など収入12億6,863万 9千円）
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平成 26年度

幼稚園
　幼稚園は、生涯にわたる自立の基礎を培う
ものとして、幼児の健やかな成長のために適
切な環境を通し、心身の調和のとれた発達を
促す場です。
　園での毎日のさまざまな遊びや活動を通し
て、感性を育て、創造性を豊かにするととも
に、子どもたちの健やかな育ちを支援します。

公立幼稚園
入園資格　市内に住所を有し、次のいずれかに該当する子ども
・・５歳児…平成20年４月２日～平成21年４月１日生まれ
・・４歳児…平成21年４月２日～平成22年４月１日生まれ
・・３歳児…平成22年４月２日～平成23年４月１日生まれ
申し込み　10月１日㈫～21日㈪・午前８時30分～午後５時に、
　　　　　入園願書（各幼稚園にあります）を、入園を希望す
　　　　　る幼稚園へ

私立幼稚園
申し込み　９月２日㈪〔ゆたか幼稚園は９月１日㈰〕から、各幼
　　　　　稚園へ
※預かり保育、３歳児の途中入園、２歳児の子育て支援保育
　を実施しています。
※入園手続きなど詳しくは、各幼稚園へ問い合わせてください。

幼稚園（公立）

幼稚園名 所在地 電話番号
定員（申し込み多数の場合は抽選）
３歳児 ４歳児 ５歳児

神社幼稚園 神社港 295-20 36 2631 － 25人 25人

城田幼稚園 上地町 1537-4 ㉔ 7077 － 25人 25人

小俣幼稚園 小俣町本町 1 ㉒ 4902 60 人 70人 70人

明野幼稚園 小俣町明野1481 38 1234 20 人 25人 25人

幼稚園（私立）
幼稚園名 所在地 電話番号

有緝幼稚園 船江 2丁目 2-29 ㉓ 5225
中島幼稚園 中島 2丁目 13-4 ㉘ 2438
明倫幼稚園 岡本 1丁目 18-65 ㉘ 4094
常盤幼稚園 岩渕 1丁目 6-32 ㉘ 4420
まるこ幼稚園 一之木 1丁目 8-3 ㉘ 5310
神宮高倉山幼稚園 八日市場町 17-20 ㉘ 4248
神宮五十鈴川幼稚園 宇治中之切町 38-2 ㉒ 4550
双康幼稚園 黒瀬町 562-13 ㉒ 7890
ゆたか幼稚園 御薗町王中島 23 ㉒ 3480

　認定こども園は、幼稚園と保育所の両方の機能を
併せ持つ施設で、保護者の就労の有無にかかわらず、
同じ施設を利用できます。
※長時間部については、保護者が就労しているなど、
　保育所と同様の入園資格が必要です。

幼稚園について…教育総務課（☎㉒7875）
保育所・認定こども園について…こども課（☎㉑5579）

幼稚園運営経費〔平成25年度予算〕　2億 6,475万 7
千円〔うち保育料・国補助金収入4,429万 5千円〕

幼稚園・保育所などの
　  入園児を募集

認定こども園
こども園名 所在地 電話番号 開園時間 保育年齢 申込期間

公
立
しごうこども園
（幼保連携型）

短時間部
一宇田町 891-1 ㉕ 6160 7:30 ～ 18:00

４・５歳児 10月１日㈫
　　～ 21日㈪長時間部 生後３カ月～５歳児

私
立

修道こども園
（幼保連携型）

幼稚園部
楠部町 48-40 ㉘ 1565 7:30 ～ 18:00

満３歳～５歳児 ９月２日㈪～

保育園部 生後６カ月～５歳児 10月１日㈫～

暁の星こども園
（幼保連携型）

幼稚園部 小俣町本町 1336 ㉒ 0689
7:30 ～ 18:00

満３歳～５歳児 ９月２日㈪～

保育園部 小俣町宮前 475-1 ⑳ 1117 生後６カ月～２歳児 10月１日㈫～

和順こども園
（幼稚園型）

短時間部
小俣町元町 214-3 ㉘ 1121 8:00 ～ 17:30

満３歳～５歳児
９月２日㈪～

長時間部 ２～５歳児

※申込方法・保育料・年度途中の入園など詳しくは、各園へ問い合わせてください。

認定こども園



12広報いせ ●平成25年９月１日号

　

「
下
水
道
の
日
」
は
、
下
水

道
の
全
国
的
な
普
及
を
図
る
た

め
に
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で

す
。

　

伊
勢
市
で
は
、
下
水
道
整
備

を
順
次
進
め
て
お
り
、
平
成
25

年
３
月
末
現
在
の
下
水
道
普
及

率
は
、
約
43
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

平
成
25
年
７
月
１
日
現
在
、

下
水
道
が
利
用
で
き
る
区
域
は

次
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。
生

活
環
境
や
自
然
環
境
の
改
善
の

た
め
、
下
水
道
が
利
用
で
き
る

区
域
の
人
は
、
早
期
の
接
続
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

下
水
道
整
備
に
伴
う
工
事
の

際
は
、
通
行
止
め
・
振
動
・
騒

音
な
ど
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

下
水
道
の
役
割

　

下
水
道
は
、
私
た
ち
の
暮
ら

し
や
生
活
環
境
に
大
切
な
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。

○
美
し
い
自
然
を
守
る

　

水
の
汚
れ
を
取
り
除
い
て
川

や
海
に
返
し
、
自
然
を
守
り
ま

す
。

○
ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る

　

汚
れ
た
水
を
下
水
道
管
に
流

せ
ば
、
家
の
周
り
の
ど
ぶ
や
溝

に
汚
れ
た
水
は
た
ま
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
悪
臭
や
害
虫
の
発

生
を
防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。

　

下
水
道
に
接
続
す
る
と
、
衛

生
的
で
安
全
な
水
洗
ト
イ
レ
を

利
用
で
き
ま
す
。
特
に
、
浄
化

槽
を
設
置
す
る
場
所
が
確
保
で

き
な
い
場
合
も
、
下
水
道
を
利

用
す
る
こ
と
で
、
水
洗
ト
イ
レ

の
設
置
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

 「下水道  水が笑顔に  なれる道」（平成25年度下水道推進標語）

９月10日は 下水道の日
下水道の利用について…下水道施設管理課（☎421538）
下水道の整備について…下水道建設課（☎421530）

○
清
潔
で
さ
わ
や
か
な
暮
ら
し

に
す
る

下水道マスコットキャラクター
「スイスイ」

下水道を快適に使うために
ガム・たばこ・新聞紙・紙お
むつなどはトイレの詰まりの

原因になるので、流さないでくだ
さい

①

　下水道に接続したら、次のことに気を付
けて快適に利用しましょう。

料理に使った油は、下水道
管の中で固まり、詰まる原

因になるので、流さないでくださ
い

② 食べ残しや野菜くずは、家
庭の排水管や下水道管が詰

まる原因になるので、流さないで
ください

③

ガソリンなどの石油類や薬
品などは、下水道管を傷め

るだけでなく、爆発や引火の原因
になるので、絶対に流さないでく
ださい

④ 汚水ますにごみがたまると
悪臭の原因になるので、月１

回程度は汚水ますの清掃をしまし
ょう

⑤ 宅内排水設備の故障・修繕
は、「下水道排水設備指定工

事店」に修理を依頼してください

⑥
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下
水
道
整
備
計
画
図

凡
　
例

将
来
下
水
道
を
整
備
す
る
予
定
の
区
域

下
水
道
を
利
用
で
き
る
区
域
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複
雑
で
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化

す
る
現
代
社
会
で
は
、
ス
ト
レ

ス
に
よ
る
健
康
問
題
、
育
児
・

介
護
な
ど
の
過
重
な
負
担
、
長

引
く
不
況
に
よ
る
経
済
問
題
な

ど
を
抱
え
る
人
が
増
え
て
い
ま

す
。

　

そ
の
よ
う
な
背
景
が
続
く
日

本
で
は
、
自
殺
者
数
が
、
平
成

10
年
以
降
連
続
し
て
３
万
人
を

超
え
る
状
況
が
続
い
て
い
ま
し

た
が
、
平
成
24
年
度
は
３
万
人

を
下
回
り
ま
し
た
。と
は
い
え
、

依
然
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い

る
こ
と
に
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
自
殺
未
遂
者
は
そ
の

10
倍
以
上
い
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

自
殺
は
周
囲
に
も
深
刻
な
影

響
を
与
え
る
も
の
で
す
。
個
人

だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
社
会

全
体
で
取
り
組
む
べ
き
問
題
で

す
。

　

掛
け
替
え
の
な
い
命
を
守
る

た
め
に
、
一
人
一
人
が
で
き
る

こ
と
か
ら
始
め
て
く
だ
さ
い
。

　

家
族
や
職
場
の
同
僚
の
言
動

や
顔
色
に
、
気
に
な
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

家
族
や
仲
間
の
い
つ
も
と
違

う
様
子
に
気
付
き
、「
ど
こ
か

具
合
が
悪
い
の
？
」「
眠
れ
て
い

る
？
」
な
ど
と
声
を
掛
け
て
み

ま
し
ょ
う
。

《
こ
ん
な
サ
イ
ン
に
注
意
！
》

・・
口
数
が
減
っ
て
元
気
が
な
い

・・
家
族
や
友
人
か
ら
孤
立
し
て

い
る

・・
酒
量
が
増
え
る

・・
原
因
不
明
の
体
調
不
良
が
長

引
い
て
い
る

・・「
消
え
て
し
ま
い
た
い
」「
死

ん
だ
ら
楽
に
な
る
」
な
ど
と
口

に
す
る

　

本
人
の
気
持
ち
や
言
葉
を
尊

重
し
、
否
定
せ
ず
に
そ
の
ま
ま

受
け
止
め
る
こ
と
が
大
事
で

す
。
本
人
の
言
葉
に
じ
っ
く
り

耳
を
傾
け
、
つ
ら
い
気
持
ち
を

十
分
語
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
自

殺
予
防
の
第
一
歩
で
す
。

　

「
何
が
問
題
に
な
っ
て
い
る

の
か
？
」「
解
決
し
た
い
課
題
は

何
な
の
か
？
」
な
ど
、
話
を
整

理
し
、
早
め
に
相
談
機
関
な
ど

へ
相
談
す
る
こ
と
を
勧
め
ま
し

ょ
う
。

　

温
か
く
優
し
く
寄
り
添
い
な

が
ら
、
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

 

自
殺
予
防
の
た
め
の

❹
つ
の
ポ
イ
ン
ト

 

あ
な
た
に
も
で
き
る

　

自
殺
し
た
と
き
に
、
多
く
の

人
が
何
ら
か
の
心
の
病
気
に
か

か
っ
て
お
り
、
中
で
も
、
う
つ

病
の
割
合
が
高
い
と
の
報
告
が

あ
り
ま
す
。

　

う
つ
病
は
、
決
し
て
特
別
な

病
気
で
は
な
く
、
誰
も
が
か
か

る
可
能
性
の
あ
る
病
気
で
す
。

服
薬
・
休
養
が
効
果
的
で
す
の

で
、
早
め
に
治
療
を
受
け
ま
し

ょ
う
。

《
主
な
症
状
》気
分
が
沈
む
、
自

分
を
責
め
る
、
仕
事
の
能
率
が

落
ち
る
、
決
断
が
で
き
な
い
、

不
眠
が
続
く
な
ど

　

う
つ
病
を
予
防
す
る
た
め
に

は
、
ス
ト
レ
ス
を
た
め
込
ま
ず

上
手
に
発
散
す
る
と
と
も
に
、

心
身
の
休
養
を
取
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

趣
味
な
ど
楽
し
み
を
見
つ
け

る
、
マ
イ
ペ
ー
ス
で
過
ご
す
よ

う
に
す
る
な
ど
、
自
分
に
合
っ

た
ス
ト
レ
ス
対
処
法
を
身
に
付

け
ま
し
ょ
う
。

 

自
殺
は
心
の
病
が
原
因
と
な
る

 

こ
と
も
あ
り
ま
す

●
う
つ
病
の
症
状
に
気
を
付
け

　

ま
し
ょ
う

●
ス
ト
レ
ス
に
上
手
に
対
処
す

　

る
こ
と
が
重
要
で
す

９月10日～16日は

自殺予防週間
健康課（☎㉗2435）

◎
気
付
き

◎
傾
聴

◎
つ
な
ぐ

◎
見
守
る
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麻
酔
科
は
、
手
術
室
で
の
麻

酔
を
担
当
し
、
専
門
的
知
識
と

高
度
な
技
術
で
全
身
管
理
に
全

力
を
尽
く
し
て
い
ま
す
。
伊
勢

総
合
病
院
は
、「
安
全
な
麻
酔

の
た
め
の
施
設
・
設
備
が
完
備

し
て
い
る
病
院
」「
麻
酔
に
関
す

る
適
当
な
指
導
者
の
い
る
病

院
」と
い
っ
た
条
件
を
満
た
し
、

公
益
社
団
法
人
日
本
麻
酔
科
学

会
の
麻
酔
科
認
定
病
院
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

手
術
前
に
は
十
分
に
診
察
を

行
い
、
麻
酔
に
よ
る
合
併
症
が

で
き
る
だ
け
起
こ
ら
な
い
よ
う

に
計
画
と
準
備
を
し
ま
す
。
受

診
の
際
に
は
、
現
在
の
体
調
や

過
去
の
病
気
の
情
報
、
内
服
中

の
薬
な
ど
に
つ
い
て
お
聞
き
す

る
と
同
時
に
、
麻
酔
に
関
す
る

質
問
な
ど
も
受
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
科
で
は
、
救
急
救

命
士
に
対
す
る
気
管
挿
管
実
習

を
行
っ
て
い
ま
す
。
気
管
挿
管

と
は
、
気
道
を
確
保
す
る
た
め

に
気
管
内
に
チ
ュ
ー
ブ
を
挿
入

し
、
肺
に
酸
素
を
送
り
込
む
医

療
行
為
で
す
。平
成
16
年
か
ら
、

十
分
な
研
修
を
積
ん
だ
救
急
救

命
士
に
も
実
施
が
認
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
患
者
の
命
を
救

う
た
め
の
選
択
肢
が
広
が
り
ま

し
た
。
救
急
現
場
で
一
人
で
も

多
く
の
患
者
を
救
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
気
管
挿
管
が
で
き

る
救
急
救
命
士
の
養
成
を
さ
ら

に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

診
療
科
紹
介
！

麻
酔
科

緩和ケアについて特集

伊
勢
総
合
病
院
シ
リ
ー
ズ
⑤

伊
勢
総
合
病
院
シ
リ
ー
ズ
⑤

伊
勢
総
合
病
院
シ
リ
ー
ズ
⑤

伊
勢
総
合
病
院
シ
リ
ー
ズ
⑤

伊
勢
総
合
病
院
シ
リ
ー
ズ
⑤

伊
勢
総
合
病
院
シ
リ
ー
ズ
⑤

愛
情
と
誇
り
を
持
て
る

　
　

  
病
院
を
目
指
し
て

愛
情
と
誇
り
を
持
て
る

　
　

  
病
院
を
目
指
し
て

気
管
挿
管
実
習
に
ご
協
力
を

　

救
急
救
命
士
が
気
管
挿
管
の

実
習
を
行
う
際
に
は
、
救
急
救

命
士
を
指
導
す
る
麻
酔
科
医
が
、

前
も
っ
て
患
者
に
対
し
て
実
習

を
行
う
こ
と
を
説
明
し
、
書
面

で
の
同
意
を
受
け
て
か
ら
行
い

ま
す
。
実
習
に
同
意
し
な
く
て

も
、
患
者
の
皆
さ
ん
が
不
利
益

を
受
け
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

実
習
を
受
け
る
救
急
救
命
士
と

指
導
す
る
医
師
が
共
に
、
患
者

さ
ん
の
身
に
な
っ
て
、
誠
意
を

も
っ
て
説
明
と
処
置
を
行
い
ま

す
。
皆
さ
ま
の
実
習
へ
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　緩和ケアとは、がんなど生命を脅かす疾患に伴う痛みをはじめ、

体や気持ちのつらさ、療養場所や医療費のことなど、患者さんや

家族が直面するさまざまな問題に対し、援助する医療のことです。

　緩和ケアは、医師だけでなく、看護師・薬剤師・栄養士・理学

療法士・ソーシャルワーカー（社会福祉士）・臨床心理士などのさま

ざまな職種のスタッフによるチーム医療で行います。それぞれの職

種が専門的な立場に立って、患者さんや家族が抱えるさまざまな

苦痛や課題に対する援助を行っていきます。

　伊勢総合病院では、主治医や担当看護師のケアを受けていただ

くほかに「緩和ケアチーム」によるケアを受けていただくことがで

きます。緩和ケアチームは、体や心の苦しみによって日常生活が困

難になっていることに対し、病棟スタッフがチームの医療者と連携

し、「その人らしい生き方」を支援することを目標としています。が

ん療養に関して、どのような段階でも、患者さんや家族の相談を

受けることができます。

　また、同病院では、がん患者への緩和ケアを専門的に提供する「緩

和ケア外来」を開設しています。

伊
勢
総
合
病
院
経
営
企
画
室
（
☎
63
９
０
５
３
）

利用時間　同病院へ問い合わせてください
場　　所　同病院外来棟・２階
担　　当　麻酔科医師（松原貴子）、薬剤師、
　　　　　緩和ケア認定看護師、リンパドレナ

　　　　　ージ（リンパ浮腫）セラピスト

診療内容
・・がんの痛みや不快な症状の治療

・・がんの治療に伴う苦痛の治療

・・気分の落ち込みや不安、イライラ・不眠など

　に対する心のケア

※外来での化学療法や放射線療法などと組み合

　わせて受診することも可能です。また、腕や

　脚のリンパ浮腫でお悩みの人には、リンパド

　レナージの自費診療を提供します。

※完全予約制です。初診の予約は、同病院医療

　事務課カルテ管理担当（☎㉓５１１１〔内線１２６〕）
　へご連絡ください。

緩和ケア外来
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時
間　

午
前
９
時
〜
11
時
40
分

（
少
雨
決
行
、
受
け
付
け
は
午

前
８
時
30
分
〜
）

と
こ
ろ　

陸
上
競
技
場

対
象　

小
学
生

内
容　

３
種
競
技
会（
30
ｍ
変

形
ダ
ッ
シ
ュ
・
ロ
ン
グ
ジ
ャ
ン

プ
・
ボ
ー
テ
ッ
ク
ス
投
げ
）

※
各
種
目
と
も
記
録
に
応
じ
た

得
点
制
と
し
、
３
種
目
の
合
計

ち
び
っ
子
超
人
選
手
権

伊勢図書館 小俣図書館

 おはなし会
時毎週土曜日、午後２時30分～
所１階・おはなしコーナー
内絵本や紙芝居などの読み聞かせ

 あかちゃんえほんのじかん
時９月26日㈭、午前11時～
所２階・視聴覚室
内赤ちゃん絵本の紹介、読み聞かせ、手遊びなど

 上映会
時９月８日㈰、午後１時30分～
所２階・視聴覚室
内「グレート・ディベーター　栄光の教室」（英語音声・
日本語字幕、128分、第65回ゴールデングローブ賞
作品賞ノミネート作品）

 読書感想画展
時９月14日㈯～29日㈰
所２階・展示ホール
内夏休みに募集した読書感想画を展示します

時とき  所ところ  対対象  内内容　定定員
料料金  申申し込み

☎㉑ 0077
FAX ㉑ 0078

指定管理委託料  1億 2,060万円（平成25年度）
入館者数  49万 904人（平成24年度）

☎㉙ 3900
FAX㉙ 3902

開館時間  午前９時～午後７時
休 館 日   毎週水曜日、第 2金曜日

開館時間  午前９時～午後７時
休 館 日   毎週火曜日、第 2金曜日

図書館行こう！
へ

 おはなし会
・・赤ちゃんおはなし会　９月12日㈭、午前11時～
・・たんぽぽおはなし会　９月14日㈯、午後３時～
・・ピッポの会・紙芝居　９月15日㈰、午前11時～
※場所は、１階・おはなしのへやです。

 図書館おはなし会＆工作
時９月28日㈯、午後３時～
所１階・おはなしのへや
対３歳～小学生（就学前の子どもは保護者同伴）
内お話を読んだ後、ストローでジャンプむしを作ります

 上映会
時９月21日㈯、午後２時～
所２階・視聴覚室
内「おじゃる丸スペシャル　銀河がマロを呼んでいる
～ふたりのねがい星～」（アニメ・54分）

 不用になった図書を募集
　10月19日㈯・20日㈰に開催する古本のリサイクルフ
ェアに出す図書（雑誌・百科事典・全集を除く）を募集
しています。家庭で不用になった図書を、同館カウン
ターへ持参してください。
募集期間 10月18日㈮まで

得
点
に
よ
っ
て
総
合
順
位
を
つ

け
ま
す
。

定
員　

４
０
０
人（
申
し
込
み

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

申
し
込
み　

９
月
20
日
㈮
ま
で

に
、
申
込
書
を
市
内
の
小
学
校

ま
た
は
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ

課
へ

※
抽
選
結
果
は
、
９
月
下
旬
に

郵
送
し
ま
す
。

※
各
学
年
男
女
別
１
〜
８
位
に

賞
品
、
参
加
者
全
員
に
参
加
賞

が
あ
り
ま
す
。

２
０
１
３

い
せ
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課
（
☎
㉒
７
８
９
１
）

開催日　10月6日（日）
ところ　県営総合競技場
参加費　無料
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時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

（
雨
天
決
行
、
受
け
付
け
は
午

前
８
時
30
分
〜
）

と
こ
ろ　

サ
ブ
体
育
館

対
象　

20
〜
79
歳
の
人

内
容　

文
部
科
学
省
が
推
奨
す

る
新
体
力
テ
ス
ト
の
項
目
を
基

に
、
体
力
・
運
動
能
力
の
現
状

を
把
握
し
ま
す

・
20
〜
64
歳
…
６
種
目（
握
力
・

上
体
起
こ
し
・
長
座
体
前
屈
・

反
復
横
跳
び
・
20
ｍ
シ
ャ
ト
ル

ラ
ン
・
立
ち
幅
跳
び
）

体
力
測
定

・
65
〜
79
歳
…
６
種
目（
握
力
・

上
体
起
こ
し
・
長
座
体
前
屈
・

開
眼
片
足
立
ち
・
10
ｍ
障
害
物

歩
行
・
６
分
間
歩
行
）

持
ち
物　

室
内
用
シ
ュ
ー
ズ

申
し
込
み　

９
月
20
日
㈮
ま
で

に
、
申
込
書
を
生
涯
学
習
・
ス

ポ
ー
ツ
課
ま
た
は
各
支
所
へ

※
参
加
者
全
員
に
記
録
表
と
参

加
賞
が
あ
り
ま
す
。

※
荒
天
の
場
合
、
当
日
・
午
前

７
時
に
決
定
し
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

県営総合競技場

感謝フェスティバルを

時　間　午前10時～午後３時
ところ　体育館本館・トレーニングセンタ
　　　　ー・駐車場

内　容　フリーマーケット、骨密度測定（先
　　　　着180人程度）、トレーニングセン
　　　　ター無料開放、産直市場・干物市、

　　　　ぜんざい振る舞い、バルーン作り、

　　　　金魚すくい、ヨーヨー釣り、

　　　　大道芸など

 同時開催

伊
勢
警
察
署
（
☎
⑳
０
１
１
０
）

ミーポくん

伊
勢
警
察
署
協
議
会
を
開
催

　

警
察
署
協
議
会
は
、
警
察
行

政
に
民
意
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、

委
員
が
警
察
署
に
意
見
な
ど
を

出
す
機
関
で
す
。

　

６
月
27
日
に
開
催
さ
れ
た
同

協
議
会
で
は
、
三
重
県
公
安
委

員
会
か
ら
、
13
人
の
委
員
が
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

９
月
11
日
は
警
察
安
全
の
日

　

犯
罪
被
害
・
事
件
事
故
の
未

然
防
止
な
ど
に
関
す
る
相
談
や

要
望
、
警
察
官
の
職
務
執
行
に

関
す
る
苦
情
を
、
警
察
総
合
相

談
電
話
ま
た
は
各
警
察
署
の
警

察
安
全
相
談
室
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

警
察
本
部
警
察
安
全
相
談
室

☎
０
５
９
・
２
２
４
・
９
１
１

０
、
☎
♯
９
１
１
０（
警
察
総

合
相
談
電
話
）

警
察
官
を
か
た
る
詐
欺
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い

　

警
察
官
を
か
た
り
、「
振
り

込
め
詐
欺
の
犯
人
を
捕
ま
え
た

が
、
共
犯
者
が
あ
な
た
の
口
座

を
狙
っ
て
い
る
。
預
金
を
預
か

り
に
行
く
の
で
全
額
引
き
出
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と

言
葉
巧
み
に
被
害
者
を
信
用
さ

せ
、
現
金
を
だ
ま
し
取
る
と
い

う
詐
欺
事
件
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
伊
勢
警
察
署
管
内
で
も
、

同
様
の
電
話
が
多
数
か
か
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　

警
察
官
が
預
金
を
引
き
出
す

よ
う
に
依
頼
す
る
こ
と
は
絶
対

に
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な

電
話
が
あ
っ
て
も
信
用
せ
ず
、

警
察
へ
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

９
月
21
日
〜
30
日

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

■
車
間
距
離
を
保
ち
ま
し
ょ
う

　

車
間
距
離
の
不
保
持
は
、
追

突
な
ど
交
通
事
故
の
原
因
と
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
速
道
路
や
自
動
車

専
用
道
路
で
、
車
間
距
離
保
持

義
務
に
違
反
す
る
行
為（
車
間

距
離
不
保
持
）を
し
た
場
合
は
、

罰
金
な
ど
の
罰
則
規
定
が
あ
り

ま
す
。

　

安
全
な
速
度
で
車
間
距
離
を

保
ち
、
交
通
事
故
の
防
止
に
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

お詫びと訂正

　「広報いせ」８月１日号の14・15ページ
に掲載した「伊勢警察署だより」の記事中、

少年警察協助員一覧表に、次の２人の掲載

漏れがありました。お詫びして訂正します。

 ・・下倉輝夫（河崎）
 ・・佐藤　薫（浦口）

受
付
日
時　

月
〜
金
曜
日（
祝

日
を
除
く
）、
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
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県
内
の
社
会
福
祉
協
議
会
で

災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
締
結

　

三
重
県
社
会
福
祉
協
議
会
と

県
内
の
市
町
社
会
福
祉
協
議
会

は
、
６
月
26
日
㈬
に
「
三
重
県

内
の
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
け

る
災
害
時
相
互
応
援
協
定
」
を

締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
平
成
17
年
に

締
結
し
た
「
災
害
応
援
に
関
す

る
協
定
」を
見
直
し
た
も
の
で
、

伊勢市社会福祉協議会（☎⑳8610、FAX⑳8617）
メールアドレス iseshakyo-honsyo@mie.email.ne.jp
ホームページ http://www.mmjp.or.jp/iseshakyo/

第50号
本　　所  御薗町長屋2767
　　　　  ☎⑳8610　FAX⑳8617

伊勢支所  八日市場町13-1
　　　　  ☎㉗2425　FAX㉗2412
二見支所  二見町茶屋456-2
　　　　  ☎435551　FAX434427
小俣支所  小俣町元町536
　　　　  ☎㉗0509　FAX㉗0570
御薗支所  御薗町長屋2767
　　　　  ☎㉒6617　FAX㉒6604

社会福祉法人 伊勢市社会福祉協議会

県
外
の
災
害
時
に
お
け
る
支
援

対
応
や
、
平
時
か
ら
各
社
会
福

祉
協
議
会
が
自
ら
の
応
援
能
力

を
把
握
し
て
速
や
か
な
支
援
に

つ
な
げ
る
責
務
な
ど
を
、
新
た

に
追
加
し
た
も
の
で
す
。

　

今
後
、
予
想
さ
れ
て
い
る
東

海
・
東
南
海
・
南
海
地
震
に
備

え
、
皆
さ
ん
が
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、
社

会
福
祉
協
議
会
は
協
力
し
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

写真左から菰野町社協・筒井会長、伊賀市社協・福壽会長、
三重県社協・森下会長、伊勢市社協・中北会長

傾聴ボランティア養成講座
　「傾聴」（人の話に耳を傾けること）は、コミュニケーションの中で最も重要なスキル
（技能）です。単に話を聞く会話とは異なり、相手の心をくみ取り、寄り添うものです。
傾聴から多くのことを学び、ボランティア活動や日々の生活に生かしてみませんか？
※全講座に出席した人に、修了証書を発行します。

とき・内容　下表のとおり
ところ　社会福祉協議会御薗支所（ハートプラザみその北側事務所棟）
対　象　市内に在住または通勤している人で、全講座に参加でき、講座終了後は傾聴ボランティア活動ができる人
定　員　30人（先着順）
受講料　無料
申し込み　９月２日㈪～20日㈮に、直接または電話で社会福祉協議会本所・各支所へ

大好評につき、今年もやります！

とき 内容
10 月 10日㈭
　13:30 ～ 15:30

・・講演「傾聴のコツ～相手の気持ちを聴くってどういうこと？～」開発道代さん（内閣
　府ＮＰＯ法人傾聴ネットキーステーション三重 傾聴同好会代表）

10月 17日㈭
　13:30 ～ 15:30 ・・講演「傾聴技術の初歩的技法」開発道代さん

10月 24日㈭
　13:30 ～ 15:30 ・・講演「生活習慣病としての認知症」山川伸隆さん（いせ山川クリニック院長）

10月 31日㈭
　13:30 ～ 15:30

・・講演「言葉にしにくいコミュニケーション」開発道代さん
・・伊勢市の傾聴ボランティアグループにお話を聞こう！



19 広報いせ ●平成25年９月１日号

匿名…伊勢神宮奉納全国花火大会桟敷席6人用
4セット、横浜ゴム株式会社…30万円、三重
県日本舞踊協会…25万円、匿名…3万6,672円、
JLTF三重県支部…2万9,572円、川口睦枝…布地

 【寄附をいただいた皆さま】（敬称略、順不同）
 ありがとうございました

平成25年６月15日～７月15日

地域福祉活動計画推進事業（社協会費）
赤い羽根共同募金配分金事業

ふれあい・いきいきサロン  活動紹介
なかざきいきいき

サロン
　主に第３水曜日に開催

しています。ゲームや体

操・茶話会のほか、春は

花見、夏は七夕、冬は花

餅作りなど、季節に応じ

た活動を楽しみ、交流を

大切にしています。

＜主な活動場所＞
黒瀬市民館

＜主な活動場所＞
宮前公園

市負担金〔平成25年度予算額〕9,518 万 3
千円（運営・福祉ボランティア育成負担金）

ボランティア  活動紹介

二見たんぽぽ
＜活動内容＞

　二見地区合同会食会などへの料理の提供や、

放課後児童クラブの子どもたちと一緒におやつ

作りをしています。

＜活動のきっかけ＞

　一人暮らしの高齢者に料理の提供をしたいと

思ったのがきっかけです。

＜活動していて良かったこと＞

　活動を通じてたくさんの人と知り合いになれ

たことです。

伊勢市八日市場町
13-1

中央児童
　　センター宛

5 1 6   0 0 7 6

何も記入しないで
ください

〒□□□－ □□□□

（往信用表） （返信用裏） （返信用表）

住　所
　氏　名　様

①親子の氏名
②親子の年齢
③住　　所
④電話番号

（往信用裏）

〒□□□－ □□□□

往復はがきの書き方

宮前銀嶺会友愛・
健康クラブ

　今年４月から活動を始

めた新しいサロンで、月

３回活動をしています。

皆さん元気にグラウンド

ゴルフを楽しみながら、

腕を磨いています。

三
重
県
日
本
舞
踊
協
会
伊
勢

支
部
よ
り
ご
寄
付
い
た
だ
き

ま
し
た

　

７
月
21
日
㈰
、
三
重
県
日
本

舞
踊
協
会
伊
勢
支
部
が
観
光
文

化
会
館
で
「
第
33
回
チ
ャ
リ
テ

ィ
舞
踊
会
」
を
開
催
し
、
そ
の

収
益
金
を
、
一
人
親
家
庭
の
活

動
支
援
金
と
し
て
、
社
会
福
祉

協
議
会
に
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

こ
の
日
、社
会
福
祉
協
議
会
・

中
北
隆
敏
会
長
か
ら
、
三
重
県

日
本
舞
踊
協
会
・
勝
美
延
三
会

長
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

中
央
児
童
セ
ン
タ
ー

親
子
ヨ
ガ
講
座

と
き　

10
月
17
日
㈭
・
24
日
㈭
・

31
日
㈭
、
午
前
10
時
30
分
〜
11

時
15
分（
全
３
回
）

と
こ
ろ　

中
央
児
童
セ
ン
タ
ー

（
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
・
３
階
）

対
象　

１
歳
〜
就
学
前
の
子
ど

も
と
そ
の
親（
市
内
に
在
住
ま

た
は
通
勤
し
て
い
る
人
）
で
、

全
日
程
を
受
講
で
き
る
人

内
容　

子
ど
も
と
一
緒
に
、
ヨ

ガ
の
ポ
ー
ズ
で
運
動
不
足
を
解

消
し
、
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
楽
し

み
な
が
ら
、
親
子
で
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
ま
す

講
師　

藤
原
由
佳
里
さ
ん（
ヨ

ガ
ス
タ
ジ
オ
プ
ラ
ー
ナ
代
表
）

定
員　

親
子
15
組（
申
し
込
み

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費　

無
料

申
込
方
法　

９
月
28
日
㈯（
当

日
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
往
復

は
が
き
に
必
要
事
項（
下
図
参

照
）
を
記
入
し
、
中
央
児
童
セ

ン
タ
ー
へ

※
受
講
の
可
否
は
、
10
月
３
日

㈭
ま
で
に
返
信
用
は
が
き
で
通

知
し
ま
す
。

感謝状の贈呈
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毎
日
を
健
康
で
心
豊
か
に
過

ご
す
た
め
、
生
涯
学
習
の
き
っ

か
け
づ
く
り
と
し
て
、
初
心
者

を
対
象
に
公
民
館
講
座
を
実
施

し
ま
す
。

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
15
歳
以
上

の
人
で
、
開
講
期
間
を
通
し
て

受
講
す
る
こ
と
が
で
き
る
人

受
講
料　

５
回
以
上
の
講
座
は

１
０
０
０
円（
別
途
材
料
費
な

ど
が
必
要
）

申
し
込
み　

９
月
10
日
㈫（
当

日
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
往
復

は
が
き
に
必
要
事
項
を
記
入

（
下
図
参
照
）し
、
各
申
込
先
へ

往信用　表

《申込先の住所》
《申込先の宛名》    行

何も記入しないで
ください

返信用　裏

（　　　　　　　　　　　）

〒□□□－ □□□□

返信用　表

〒□□□－ □□□□

住　所
　氏　名　様

①講座名
②住所
③氏名（フリガナ）
④年齢
⑤性別
⑥電話番号
⑦勤務先または学校名
　（市外在住者のみ）

往信用　裏

往
復
は
が
き
の
書
き
方

■
２
次
募
集
に
つ
い
て

　

定
員
に
余
裕
が
あ
る
講
座
に

つ
い
て
は
、
２
次
募
集
を
行
い

ま
す
。

　

９
月
17
日
㈫
か
ら
各
講
座
開

講
日
の
１
週
間
前
ま
で
、
電
話

ま
た
は
窓
口
で
先
着
順
に
受
け

付
け
ま
す
。

※
各
講
座
の
応
募
状
況
は
、
各

講
座
の
問
い
合
わ
せ
先
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

※
２
次
募
集
に
つ
い
て
は
、
過

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課
（
☎
㉒
７
８
８
６
）

平
成
25
年
度
後
期（
10
月
〜
平
成
26
年
2
月
）

公
民
館
講
座
の

　

   
受
講
生
を
募
集

去
に
同
一
講
座
を
受
講
し
た
人

も
申
し
込
め
ま
す
。

■
そ
の
他

※
都
合
に
よ
り
講
師
・
日
時
・

教
材
費
な
ど
を
変
更
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

※
各
講
座
開
講
日
の
１
週
間
前

ま
で
を
キ
ャ
ン
セ
ル
可
能
期
間

と
し
、
そ
れ
以
降
の
キ
ャ
ン
セ

ル
は
受
講
料
・
材
料
費
な
ど
を

徴
収
し
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
講
座
開
始
時
刻
の
１
時
間
前

に
暴
風
警
報
が
発
令
さ
れ
て
い

る
場
合
は
、休
講
と
な
り
ま
す
。

　

公
民
館
講
座
の
募
集
案
内
チ

ラ
シ
は
、
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー

ツ
課（
小
俣
総
合
支
所
・
２
階
）、

二
見
公
民
館
、
御
薗
Ｂ
＆
Ｇ
海

洋
セ
ン
タ
ー
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
い
せ
ト
ピ
ア
な
ど
に
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

予
算
額
〔
平
成
25
年
度
〕
３
３
６

万
円
（
う
ち
受
講
料
収
入
55
万
円
）

〔
い
ず
れ
も
前
期
分
を
含
む
〕

申し込み・問い合わせ先
・・二見公民館講座…二見公民館

　　　　　　　　  （〒519－0609 二見町茶屋209、☎421117）
・・小俣公民館講座…生涯学習・スポーツ課
　　　　　　　　  （〒519－0592 小俣町元町540、☎㉒7886）
・・御薗公民館講座…御薗Ｂ＆Ｇ海洋センター
　　　　　　　　  （〒516－0806 御薗町上條1173－1、☎364511）

※
何
講
座
で
も
応
募
で
き
ま
す

が
、
１
枚
の
往
復
は
が
き
で
１

人
１
講
座
の
申
し
込
み
に
な
り

ま
す
。
同
一
講
座
へ
の
重
複
申

し
込
み
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

※
平
成
24
年
度
前
期
・
後
期
、

平
成
25
年
度
前
期
に
同
一
講
座

を
受
講
し
た
人（
受
講
途
中
で

キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
人
を
含
む
）

は
申
し
込
め
ま
せ
ん
。

※
10
人
に
満
た
な
い
場
合
は
、

講
座
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
公

開
抽
選
と
な
り
ま
す
。
公
開
抽

選
は
、
９
月
13
日
㈮
・
午
後
２

時
か
ら
、
小
俣
公
民
館
で
行
い

い
せ
ト
ピ
ア
ま
な
び
の
パ
ス
ポ
ー
ト
対
象

ま
す
。

※
受
講
可
否
に
つ
い
て
は
、
応

募
者
全
員
に
返
信
用
は
が
き
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
９
月
下

旬
に
発
送
予
定
）
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平成25年度後期　公民館講座　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （敬称略）

講座名
内容

開催日 時間 開講日 回数 ところ 定員
講師名 持ち物

二
見
公
民
館
講
座

はじめての韓国語

初心者を対象に、基礎から日常会話まで楽しく学びます。

毎週木曜日
※１月２日は休講

19:00 ～ 20:30 10/3 16 回 二見公民館 20人

金　喜淑 テキスト代 2,800円（CD4 枚付き）、筆記用具

手づくりパン教室

楽しくパン作りの基礎を学びましょう。発酵待ちの間には簡単なお菓子も作ります。パンが焼けた
ら試食タイムです。

第 2木曜日 9:30 ～ 12:30 10/10 5 回 二見公民館 15人

太田　奈美子
材料費 1,200 ～ 1,500 円程度（1回につき）、エプロン、三角巾、ハンドタオル、
持ち帰り用容器

ミュージックベル

ハンドベルのような楽器です。楽譜は読めないけれど、何か演奏してみたいという人が対象です。
一人ではできないアンサンブルの楽しさを体験してみてはいかがでしょう。

第 1・3火曜日 19:30 ～ 21:00 10/1 10 回 二見公民館 12人
鈴木　美智子 白い手袋、筆記用具

グラスアート

リード線とフィルムを「切って…貼る」の組み合わせで、ステンドグラス風の魅力を楽しみましょう。
５回で３作品を作ります。

第 2木曜日 19:00 ～ 21:00 10/10 5 回 二見生涯学習センター 15人

岡村　愛莉
材料費 2,000 ～ 3,000 円（1作品につき）、はさみ 2本、カッターナイフ、キ
ッチンペーパー

着付け

浴衣から始めて、着物の着方、名古屋帯、袋帯へと練習を進めます。自分で着られるようになれば、
楽しみも広がりますよ。たんすに眠った着物をよみがえらせましょう。

第 2・4水曜日 19:00 ～ 21:00 10/9 10 回 二見公民館 10人
藤村　豊光美 浴衣、半幅帯、着物用肌着、タオル 2枚、仮ひも 3本、前板、伊達締め

小
俣
公
民
館
講
座

旅行英会話

海外旅行の時に使える、実践英会話を学びましょう。

毎週水曜日
※12月25日・1月1日は休講

19:30 ～ 21:00 10/9 16 回 小俣公民館 20人

ケビン　ブレイ 筆記用具

小俣の遺跡と歴史

外城田川・大仏山・明野台地に代表される小俣の遺跡と歴史について、象がいた 2万年ほど前から、
参宮街道の通じていた江戸時代までを語ります。

第 2土曜日
※2月は第 3土曜日

19:00 ～ 21:00 10/12 5 回 小俣公民館 30人

岡田　登 筆記用具

篆
てん

刻
こく

入門

篆刻を入門から指導します。年賀状や書画作品に使う雅印を作りましょう。

第 1・3水曜日
※11月は第3・4水曜日、
　 12月は第1･4水曜日、   
 1月は第3･5水曜日

9:30 ～ 11:30 10/2 10 回 小俣公民館 15人

高　潤生
鉛筆、消しゴム、水性ペン（細）、鏡（小）、印刀・印床・印泥・印章用の石
※道具は初回に説明します。（全て購入すると 6,000 円程度必要）

楽しいクラフト

紙で作るバラのアクセサリー「ロザフィ」や、ポリマークレイ（樹脂粘土）で作るペンダント、タ
イルクラフトやカルトナージュ、お花やアクセサリーで彩るオリジナルのタオルハンガー作りなど、
毎回違ったクラフト作品を作ります。

第 4火曜日 13:30 ～ 15:30 10/22 5 回 小俣公民館 20人
毎回変更 材料費500～2,800円程度（１作品につき）　　※持ち物ははがきで連絡します。

手編み教室

初心者向けの教室として、編み物の基礎から学びます。マフラーや帽子など、手作りのニット小物
で暖かい冬を過ごしましょう！

第 1・3金曜日
※1月は第 2･3 金曜日

13:30 ～ 15:30 10/4 10 回 小俣公民館 20人

安井　貞子 材料費 1,500 円～（1作品につき）、かぎ針（6号または 7号）、筆記用具

からだにやさしい！
彩りご膳
≪秋・冬編≫

身近にある旬の食材を上手に取り入れ、これからも健康でいるための食事について学びます。備蓄
食糧を活用した料理や、クリスマスやお正月のお楽しみ料理も作ります。

第 3土曜日 9:30 ～ 12:00 10/19 5 回 小俣農村環境改善センター 24人
北村　典子 材料費2,500円（5回分）、エプロン、三角巾、布巾3枚、筆記用具

花を楽しむ

生花アレンジ、ミニ盆栽、プリザーブドフラワー作りなどを行います。花のある暮らしを楽しみま
しょう。

第 2金曜日 10:00 ～ 11:30 10/11 5 回 小俣公民館 20人
毎回変更 材料費 2,000 円　　※持ち物ははがきで連絡します。
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デジタル写真
撮影講座
　デジタルカメラの撮影の基本や写真の魅力的
な見せ方などを学び、いつもの写真をセンスア
ップしましょう！

と
き　

10
月
５
日
㈯
、
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

小
俣
公
民
館
・
第
１

会
議
室

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は

通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人

※
小
学
生
以
下
は
15
歳
以
上

の
人
と
一
緒
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

講
師　

中
西
篤
行
さ
ん（
日
本

リ
ア
リ
ズ
ム
写
真
集
団
理
事
）

定
員　

15
人（
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

受
講
料　

無
料

持
ち
物　

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、

（往信用表）

伊勢市小俣町元町540
生涯学習・スポーツ課  宛

5 1 9   0 5 9 2

何も記入しないで
ください

（返信用裏）

〒□□□－ □□□□

（返信用表）

住　所
　氏　名　様

①講座名
②住所
③氏名（フリガナ）
④年齢
⑤性別
⑥電話番号
⑦勤務先または学校名
　（市外在住者のみ）

（往信用裏）

〒□□□－ □□□□

小俣公民館講座

自
分
が
撮
影
し
た
写
真（
な
る

べ
く
た
く
さ
ん
）、
筆
記
用
具

申
し
込
み　

９
月
20
日
㈮（
当

日
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
往
復

は
が
き
に
必
要
事
項（
左
図
参

照
）
を
記
入
し
、
生
涯
学
習
・

ス
ポ
ー
ツ
課
へ

※
１
枚
の
は
が
き
で
１
人
の
申

し
込
み
に
な
り
ま
す
。
重
複
申

し
込
み
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

※
受
講
可
否
に
つ
い
て
は
、
応

募
者
全
員
に
返
信
用
は
が
き
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

往復はがきの書き方

生涯学習・スポーツ課（☎㉒7886）

平成25年度後期　公民館講座　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （敬称略）

講座名
内容

開催日 時間 開講日 回数 ところ 定員
講師名 持ち物

御
薗
公
民
館
講
座

中国語

楽しく、基礎から中国語と中国文化を学びましょう。初心者向けです。

毎週月曜日
※祝日･12月30日は休講

19:30 ～ 21:00 10/21 16 回 御薗公民館 20人

　燕燕 筆記用具、ノート

絵手紙

クリスマスカードや年賀状を楽しい絵手紙にしてみてはいかがでしょう。

第 1・3月曜日
※10月は第1･4月曜日、
　11月は第2･3月曜日、
　1月は第3･4月曜日

9:30 ～ 11:30 10/7 10 回 御薗公民館 20人

岡田　由佳

野菜、絵手紙用具（絵手紙用はがき、書道用小筆、水入れ、顔彩、墨）〔持って
いる人のみ〕
※道具については初回に説明があります。初回は絵手紙用具のレンタル（150円）
　もあります。

基礎ペン字

美しい字は心を豊かにしてくれます。基本的な知識も楽しく学びましょう。

第 2・4火曜日
※2月は第 1･4 火曜日

10:00 ～ 11:30 10/8 10 回 御薗公民館 25人

世古口　勉 鉛筆（2B）、ノート、筆記用具

ボールエクササイズ

ヨガの要素も取り入れて、小さいボールを使った美容と健康につながるエクササイズです。

第 1・3木曜日
※12月 ･1 月は第 2･4
　木曜日

13:00 ～ 14:00 10/3 10 回 御薗公民館 10人

大田　泰子 ヨガマットまたはバスタオル、飲み物、動きやすい服装

Ｍ
マ イ

ｙカゴバック

クラフトテープで編む手作りのオリジナルバッグを持ってお出掛けしましょう。（4回で 1作品を仕
上げます）

第 1・3土曜日 13:30 ～ 15:30 10/5 4 回 御薗公民館 15人

寺下　ユキ
材料費 1,700 円、巻尺、赤鉛筆、鉛筆、はさみ、洗濯ばさみ 20個、木工用接着剤、
古いミニタオル

基礎ストレッチ

楽しいリズムに乗って基礎のストレッチの習慣化を目指し、健康的に体力維持につなげましょう。

第 4土曜日 14:00 ～ 15:30 11/23 4 回 御薗公民館 20人

岡村　千枝子 マットまたはタオル、上靴、飲み物、動きやすい服装
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往
復
は
が
き
の
書
き
方

予
算
額〔
平
成
25
年
度
〕　　
　
　

　
　
　
　
　
　

  

６
０
９
万
４
千
円

サンライフ伊勢　平成25年度後期教室　　　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　   （敬称略）
教室名 講師 開催日 時間 開講日 回数 定員 受講料

趣
味
づ
く
り

陶芸 奥田　丈士 第1・3月曜日 18：30～20：30 10／7 12回 30人 3,600円

パッチワーク 上田 理恵子 第2・4水曜日 10：00～12：00 10／9 12回 35人 4,100円

ペン習字 髙尾　紫岳 第1・3木曜日 10：00～12：00 10／3 12回 40人 4,100円

絵手紙 小西 伊津子 第2・4木曜日 10：00～12：00 10／10 12回 30人 4,100円

カラオケ

１ 中山　　茂 毎週水曜日 13：30～15：30 10／2 21回 54人 6,800円

２ 森山　孝志 毎週水曜日 18：30～20：30 10／2 21回 54人 6,800円

３ 更家　みほ 毎週木曜日 18：30～20：30 10／3 21回 54人 6,800円

型紙 鮎澤　行彦 第2・4金曜日 13：30～15：30 10／11 12回 35人 4,100円

実用書道 髙尾　紫岳 第1・3土曜日 10：00～12：00 10／5 12回 40人 4,100円

茶道（裏千家） 山本　宗藤 第1・3月曜日 10：00～12：00 10／7 12回 25人 4,100円

健
康
づ
く
り

卓球
１ 中島　良浩 毎週水曜日 13：30～15：30 10／2 21回 35人 6,800円

２ 田畑　　浩 毎週金曜日 12：45～14：45 10／4 21回 35人 6,800円

気功 原　　宣之 毎週木曜日 13：30～15：00 10／3 21回 40人 6,800円

３B体操 寺田　育子 毎週金曜日 15：00～16：00 10／4 21回 40人 6,300円

ヨガ 山下　ミキ 毎週土曜日 13：30～14：30 10／19 21回 25人 6,800円

太極拳（楊
よう

名
めい

時
じ

）
１ 浜千代 悦子 毎週木曜日  9：45～10：45 10／3 21回 50人 6,300円

２ 髙橋　洋子 毎週土曜日  9：45～10：45 10／5 21回 50人 6,300円

レクダンス 平沼 美智子 毎週土曜日 13：30～14：30 10／5 21回 50人 6,300円

姿勢改善FSS
ストレッチ①（辻出）

辻出　美香 第2・4土曜日 11：00～12：00 10／19 12回 50人 3,600円

姿勢改善FSS
ストレッチ②（金川）

金川　久恵 第1・3水曜日 19：30～20：30 10／2 12回 50人 3,600円

※講師・日程などは、変更する場合があります。
※受講希望者が少ない教室は開催しない場合があります。
※受講料のほか、別途教材費などが必要となる教室があります。
※姿勢改善FSSストレッチ①（辻出）は、開講日が第３土曜日となります。

平
成
25
年
度
後
期（
10
月
〜
平
成
26
年
３
月
）

教
室
の
受
講
者
を
募
集

対
象　

18
歳
以
上
の
人

申
し
込
み　

９
月
９
日
㈪（
必

着
）
ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に

必
要
事
項（
下
図
参
照
）を
記
入

し
、
サ
ン
ラ
イ
フ
伊
勢
へ

※
１
つ
の
教
室
に
つ
き
１
枚
し

か
申
し
込
め
ま
せ
ん
。

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
公
開

抽
選
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

初
め
て
の
人
や
、
平
成
24
年
度

前
期
・
後
期
・
平
成
25
年
度
前

期
の
３
期
の
う
ち
受
講
経
験
が

１
期
以
内
の
人
を
優
先
し
ま
す
。

■
公
開
抽
選

と
き　

９
月
10
日
㈫
、
午
前
10

時
〜

と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
伊
勢

※
受
講
の
可
否
は
、
返
信
用
は

が
き
で
通
知
し
ま
す
。

サ
ン
ラ
イ
フ
伊
勢
（
☎
㉘
１
２
６
６
）

サ
ン
ラ
イ
フ
伊
勢
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ト ピ ア だ よ り
生涯学習センターいせトピア（☎㉑0900）

指
定
管
理
委
託
料
〔
平
成
25
年
度
〕

　

７
８
０
０
万
円

利
用
者
数
〔
平
成
24
年
度
〕

　

約
17
万
４
千
人

まな坊

平
成
25
年
度
第
３
期

　

25
〜
26
ペ
ー
ジ
の
表
の
と
お

り
、
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通

勤
・
通
学
し
て
お
り
、
中
学
校

を
卒
業
し
て
い
る
人

※
子
ど
も
向
け
講
座
の
対
象
に

つ
い
て
は
、
講
座
案
内（
26
ペ

ー
ジ
参
照
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み　

９
月
６
日
㈮（
当

日
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
往
復

は
が
き
に
必
要
事
項（
左
図
参

照
）
を
記
入
し
、
い
せ
ト
ピ
ア

へ※
１
人
何
講
座
で
も
応
募
で
き

い
せ
ト
ピ
ア
セ
ン
タ
ー
講
座

ま
す
が
、
１
枚
の
往
復
は
が
き

で
１
人
１
講
座
の
申
し
込
み
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
同
一
講
座

へ
の
重
複
申
し
込
み
は
無
効
と

な
り
ま
す
。

※
平
成
22
年
度
〜
平
成
25
年
度

第
２
期
に
受
講
し
た
こ
と
の
あ

る
人（
受
講
中
に
キ
ャ
ン
セ
ル

し
た
人
を
含
む
）
は
、
同
一
講

座
へ
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ

ん
。（
NEW
が
付
い
て
い
る
講
座

は
申
し
込
み
可
）

※
応
募
者
以
外
の
人
は
受
講
で

き
ま
せ
ん
。

■
抽
選
に
つ
い
て

　

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
公

開
抽
選
と
な
り
ま
す
。

　

公
開
抽
選
は
、９
月
13
日
㈮
・

午
後
２
時
か
ら
、い
せ
ト
ピ
ア
・

１
階
ふ
れ
あ
い
広
場
で
行
い
ま

す
。

■
受
講
可
否
の
お
知
ら
せ

　

受
講
可
否
は
、公
開
抽
選
後
、

応
募
者
全
員
に
返
信
用
は
が
き

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
返
信
用

は
が
き
が
届
か
な
い
場
合
は
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
２
次
募
集
に
つ
い
て

　

定
員
に
満
た
な
い
講
座
は
、

２
次
募
集
を
行
い
ま
す
。

　

９
月
20
日
㈮
か
ら
講
座
開
講

日
の
１
週
間
前
ま
で
、
直
接
ま

た
は
電
話
で
先
着
順
に
受
け
付

け
ま
す
。（
受
付
時
間

：

午
前

８
時
30
分
〜
午
後
10
時
）

※
９
月
20
日
㈮
・
午
前
８
時
30

分
〜
９
時
30
分
は
、
電
話
で
の

受
け
付
け
の
み
と
し
ま
す
。

※
２
次
募
集
に
つ
い
て
は
、
受

付
後
の
連
絡
は
し
ま
せ
ん
の
で
、

日
程
・
準
備
物
な
ど
は
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

※
２
次
募
集
に
つ
い
て
は
、
平

成
22
年
度
以
降
に
同
一
講
座
を

受
講
し
た
人
も
申
し
込
め
ま
す
。

■
講
座
の
中
止
に
つ
い
て

　

２
次
募
集
を
し
て
も
10
人
に

満
た
な
い
講
座
は
、
中
止
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
受
講
の
キ
ャ
ン
セ
ル

　

講
座
開
講
日
の
１
週
間
前
ま

で
を
キ
ャ
ン
セ
ル
可
能
期
間
と

し
、
そ
れ
以
降
の
キ
ャ
ン
セ
ル

に
つ
い
て
は
、
受
講
料
・
材
料

費
な
ど
を
徴
収
し
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

・・
講
師
・
日
程
・
時
間
・
教
材

費
な
ど
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

・・
暴
風
警
報
が
発
令
さ
れ
た
場

合
は
休
講
と
な
り
ま
す
。

往信用　表

〒516 － 8520

いせトピア
　センター講座係

何も記入しないで
ください。

返信用　裏

返信用　表

〒□□□－ □□□□

住　所
　氏　名　様

①講座No.
②講座名
③住所
④氏名（ふりがな）
⑤年齢（子ども向け講座は
　学年を記入）
⑥性別
⑦電話番号（連絡がつきや
　すい番号）
⑧市外在住の場合、勤務先
　と電話番号を記入
⑨子ども向け講座は保護者
　の氏名を記入

往信用　裏

往復はがきの書き方
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６ヶ月講座 受講料：1,000円（別途テキスト代・材料費が必要）

No. 講座名
内容

開催日 時間 開講日 場所 定員
講師（敬称略） 持ち物

1
NEW
神都名勝誌を
読もう 4

前回の講座では外宮周辺の名勝を読み終わりました。今回は、吹上・岩渕（光明寺関係など）から河崎・
大湊辺りまで読むこととします。

第 3水曜日
※11月は第 2水曜日 13:30 ～ 15:30 10/16 研修室 100人

石井　昭郎 筆記用具

2
NEW
伊勢本街道と
熊野街道 2

世界遺産となった熊野古道の歴史から、伊勢と熊野の信仰の道や熊野地域の生活や文化を学びます。

第 4火曜日 13:30 ～ 15:30 10/22 研修室 80人
藤原　寛 筆記用具

3
NEW
参宮道中記を読む
15

江戸時代の参宮ガイドブックとしてベストセラーとなった「伊勢参宮名所図会」（桑名～伊勢）を
読み、参宮について考えます。

第 2火曜日 13:30 ～ 15:30 10/8 研修室 117人
岡田　登 筆記用具

4 やさしい
中国語会話

中国語の基礎から教えます。日常会話の中でもよく使う表現を楽しみましょう。

毎週土曜日 13:30 ～ 15:00 10/5 学習室 3 30人
関　為 テキスト「陶玲日記」（持っていない人には 1,995 円で販売）、筆記用具

5 はじめての韓国語

韓国語の基礎から簡単な会話まで楽しく勉強しましょう。
※初心者向けの講座ですので、中級者・上級者はご遠慮ください。

毎週火曜日
※12月 31日・2月18日は休講 19:30 ～ 21:00 10/8 学習室 2 30人

李　雨林 テキスト代 2,310 円、筆記用具

6 NEW
土曜大工

キッチンワゴン（高さ 80㎝×幅 30㎝×奥行き 60㎝程度）を製作します。
第 1･3 土曜日
※1月は第 3土曜日、3月は第
　1･3･5 土曜日

19:30 ～ 21:30 10/5 工芸室 20人

三重県建設労働組合
伊勢支部組合員

材料費5,000円、筆記用具、鉛筆、消しゴム、タオル、定規（50㎝以上）、
巻尺（2m程度）

7 初めての陶芸
陶芸の基礎から学習し、日常使う作品を作りますので、初心者でも受講できます。

第 2･3 金曜日 19:30 ～ 21:30 10/11 工芸室 20人
服部　日出夫 材料費 3,000 円、筆記用具、タオル、エプロン

8 行書「蘭
らん

亭
てい

序
じょ

」
入門

行書は日常的に最もよく使われている書体です。天下第一の行書といわれる書聖・王
おう

羲
ぎ

之
し

の「蘭亭序」
をテキストとし、その技法を分かりやすく説明し、行書の入門を指導します。

第 2･4 木曜日 19:30 ～ 21:30 10/10 工芸室 20人
高　潤生 硯、筆、半紙、墨（墨汁可）

9 初めての水墨画

水墨画の基本描法などの基礎や、基本的なことの習得を中心に進めます。

第 2･4 水曜日 19:30 ～ 21:30 10/9 絵画室 15人

山本　玉晃
筆記用具、削用筆、付立筆、墨液、下敷き、文鎮、絵皿、画仙紙
※持ち物については初日に説明があります。全て購入する場合は 8,000 円程
　度必要です。

パソコン講座 受講料：無料（別途テキスト代が必要）

No. 講座名
内容

開催日 時間 開講日 場所 定員
講師（敬称略） 持ち物

10 パソコンで
年賀状を作ろう

ワードを使って年賀状の表と裏、両面を作成します。
※「パソコンの基礎を学ぶ」を受講したことのある人、またはパソコンの基本操作ができる人に限ります。

10月 11日㈮ ･18 日㈮ ･
25 日㈮ 19:30 ～ 21:30 10/11 パソコン室 15 人

小川　清宏 筆記用具、テキスト代 300円

11 デジカメとパソコン

デジタルカメラの基本操作とパソコンへの取り込み、自動修正を学びます。
※「パソコンの基礎を学ぶ」を受講したことのある人、またはパソコンの基本操作ができる人に限ります。

10月 16日㈬ ･23 日㈬ ･
30 日㈬ 19:30 ～ 21:30 10/16 パソコン室 15人

小川　清宏 筆記用具、テキスト代 300円

ト ピ ア だ よ り
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短期講座 受講料：5回以上の講座は1,000円（別途教材費・材料費が必要）

No. 講座名
内容

開催日 時間 開講日 場所 定員
講師（敬称略） 持ち物

12 癒
いや

しのヨーガ
※女性のみ

深い呼吸とやさしいポーズで心と体のバランスを整えます。少しずつ体をほぐしながらポーズに近
づけていきますので初めての人でも安心です。
第 1･3 水曜日（全６回）
※10月は第 1･3･5 水曜日、
　11月は第 1水曜日

13:30 ～ 15:00 10/2 学習室 1（リハーサル室） 20人

やまじ　ゆみこ 運動のできる服装、タオル、飲み物、ヨガマットまたはバスタオル

13
NEW
身近な税のしくみ
を学びませんか

身近な税の仕組みやインターネットを利用した所得税の確定申告書の作成・送信の仕方を学びます。
10月 11日㈮ ･18 日㈮ ･
25 日㈮ 9:30 ～ 11:30 10/11 学習室 2・パソコン室 20人

伊勢税務署職員 筆記用具、住民基本台帳カード（2日目以降）

14 NEW
なっとく法務局 8

登記の相談で多い、相続や担保（抵当権）の抹消、土地の境界などについて、一般的な知識を学び
ましょう。
11月 5日㈫ ･12日㈫ ･
19日㈫ ･26日㈫ 13:30 ～ 15:30 11/5 学習室２ 20人

津地方法務局伊勢支局職員 筆記用具

15 NEW
マイカー点検教室

自動車の構造・装置などについて一般的な知識を学習し、実車を使用して日常点検を行うなど、ド
ライバーに役立つ学習をします。

10月 19日㈯ 13:00 ～ 16:00 － 研修室 30人
三重県南部自動車整備協同
組合組合員

筆記用具、作業のできる軽装（かかとの高い履物、スカートは不可）

16 オンリーワン珈
コーヒー

琲

おいしい珈琲の淹
い

れ方を学び、「世界のコーヒー味めぐり」を楽しんでみましょう。

11月 14日㈭ ･21 日㈭ ･
28 日㈭ 13:30 ～ 15:30 11/14 調理室 20人

中村　雅則 タオル、筆記用具、材料費 1,500 円（3回分）

17 パーソナルカラー
①（午前）

似合う色を知ると表情も生き生きし、若返りの効果も。一人一人ドレープを当てて似合う色を診断
し、あなたの隠れた魅力を引き出します。

11月 25日㈪ 9:30 ～ 11:30 － 学習室 2 20人
天野　沙知 手鏡、筆記用具、教材費 500円

18 パーソナルカラー
②（午後）

似合う色を知ると表情も生き生きし、若返りの効果も。一人一人ドレープを当てて似合う色を診断
し、あなたの隠れた魅力を引き出します。

11月 25日㈪ 13:30 ～ 15:30 － 学習室 2 20人
天野　沙知 手鏡、筆記用具、教材費 500円

19 フランス料理
（家庭料理）

ブイヤベース作りに挑戦します。冬の鍋料理の一つに加えてみませんか。

11月 17日㈰ 9:00 ～ 12:00 － 調理室 30人
宮﨑　俊樹 筆記用具、エプロン、ハンドタオル、材料費 1,000 円

20
NEW
おかし作りにチャ
レンジ

抹茶のチーズケーキ、チョコプリン、カラメル風味のさつまいもマフィンを作ってみましょう。

10月 26日㈯ 13:00 ～ 16:00 － 調理室 20人
かなえ エプロン、布巾、三角巾、筆記用具、持ち帰り用容器、材料費1,000円

※「パーソナルカラー」No17・18は、どちらか１つしか申し込めません。

子ども向け講座 受講料：無料（別途材料費が必要）

No. 講座名
内容

開催日 時間 開講日 場所 定員
講師（敬称略） 持ち物

21

NEW
親子で陶芸にチャ
レンジ
※市内在住の小・中学
　生とその保護者対象

茶わんやお皿など、いろいろな形のものを作りましょう。絵をつけることもできます。親子で一つ
ずつ作ります。できれば、日常使えるものにチャレンジしましょう。
※両日とも参加できる人に限ります。
10月 5日㈯ ･19 日㈯ 9:30 ～ 11:30 10/5 工芸室 15組
伊勢陶芸クラブ・陶和会・
陶遊会・なごみ会会員

材料費 300円、筆記用具、タオル

22

NEW
親子でサイエンス
～万華鏡を作ろう～
※市内在住の小・中学
　生とその保護者対象

不思議の世界へようこそ。いろいろな万華鏡を作ろう。

11月 9日㈯ 9:30 ～ 11:30 － 工芸室 15組

楠木　宏 はさみ、のり、油性カラーペン、材料費 500円

ト ピ ア だ よ り
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と
き
・
内
容　

下
表
の
と
お
り

と
こ
ろ　

い
せ
ト
ピ
ア
・
多
目

的
ホ
ー
ル

入
場
料　

１
日
に
つ
き
５
０
０

円※
入
場
料
は
、
全
額
、
東
日
本

大
震
災
義
援
金
と
し
ま
す
。

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
こ
の
映
画
鑑
賞
会
は
、
東
京

国
立
近
代
美
術
館
フ
ィ
ル
ム
セ

ン
タ
ー「
優
秀
映
画
鑑
賞
推
進

事
業
」
の
一
環
と
し
て
実
施
し

て
い
ま
す
。

い
せ
ト
ピ
ア

名
作
映
画
鑑
賞
会

いせトピア名作映画鑑賞会
とき 内容

９月 14日㈯
13:00 ～ 「忍ぶ川」（120分、1972 年、俳優座映画放送）

　監督：熊井啓　／　出演：加藤剛、栗原小卷ほか

15:10 ～ 「約束」（88分、1972 年、松竹＝斎藤耕一プロダクション）
　監督：斎藤耕一　／　出演：岸恵子、萩原健一

９月 15日㈰
13:00 ～ 「めぐりあい」（91分、1968 年、東宝）

　監督：恩地日出夫　／　出演：黒沢年男、酒井和歌子

14:41 ～ 「八月の濡れた砂」（91分、1971 年、日活）
　監督：藤田敏八　／　出演：村野武範、広瀬昌助

忍
ぶ
川

約
束

め
ぐ
り
あ
い

八
月
の
濡
れ
た
砂

ト ピ ア だ よ り

伊勢市行政チャンネル
広報広聴課（☎㉑5515）

特集番組
　市の重要課題や市政に関する情報を、リポーターの進行
により担当職員の解説を交えながらお伝えします。
9/1～ 30　市立伊勢総合病院 新病院建設と回復期リハビ
　　　　　  リテーション病棟開設（16日からは文字解説
　　　　　　付き）
放送時間　午前６時・8時・11時・午後1時・4時・
　　　　　6時・9時・11時～

（デジタル123ch）

番組制作・放送予算額〔平成25年度〕　2,453 万 3千円

アイティービーコミュニティチャンネル

㈱アイティービー（☎0120・270・089）

アイティービー・トピックス
 ・ ・月 ･水・金曜日の午前 7時に更新し、奇数時間の 0分か
　ら放送します。
※毎週日曜日は1週間のニュースをまとめてお伝えします。

企画番組など（内容が更新される週を掲載しています）
9/2～ 8　伊勢音楽堂、歴史街道、横井三千のお店にGo!、
Z－NAVIGATION　9/9～ 15　日本の暮らしのぞき箱、桂
三弥と愉快な仲間のメッチャ遊びより、この店行っとこっ！、
もっと！水の惑星紀行　9/16～22　年寄万歳～百歳になっ
たら～、放課後クラブ、宮川インフォメーション、ナナちゃ
んのお店紹介、近場ぐるっと FOODハンター　9/23～ 29
ぐるぐるグルメ、美し国の時間、ひよこくらぶ

（デジタル121ch）

おしらせ番組
　各課からのお知らせや市民活動団体・ボランティア団体

の情報、「桂三
サンシャイン

輝の伊勢で一席」などをお伝えします。（毎
週土曜日更新）
放送時間　午前7時・9時・正午・午後2時・5時・7時・
　　　　　10時・翌日午前0時～

ケーブルテレビ
番組案内

市議会放送
　市議会 9月定例会本会議および決算特別委員会（設置
された場合）を、会議があった日の翌日の午後 2時と 7
時から放送します。
※定例会終了日の翌々日から再放送（放送時間：午後8時～）
　をします。詳しくは、議会事務局（☎㉑ 5630）へ問い合わ
　せるか、市のホームページをご覧ください。

特別番組「シリーズご遷宮」
第４回「ご遷宮」を語る（70分番組）
　伊勢神宮のご遷宮と深く関わってきた人たちに、それぞ
れの「ご遷宮」について語り合っていただく特別対談番組。
放送日時
 ・ ・9月 23～ 27日、午前 9時 20分・午後 1時 20分・　
　3時 20分・7時 20分・翌午前0時～
 ・ ・9月 28・29日、午前7時 20分・11時 20分・午後 
　5時 20分・9時 20分・翌午前0時～

特別番組「シリーズお白石持」
　お白石持行事に参加する市内奉献団全77団の奉献の様子
を放送しています。９月放送分「外宮奉献」は次のとおりです。
放送日・奉献団の地区
 ・ ・9/2・3　浜郷・早修
 ・ ・9/4・5　二見・厚生
 ・ ・9/6・7　北浜・大湊・修道・宮山・明倫
※放送時間は、奇数時間の15分からです。
※1週間分を、日曜日にまとめて再放送します。
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申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
（
午
前
８
時
30
分
〜
）

　

健
康
課（
八
日
市
場
町
・
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
内
）

　

（
☎
㉗
２
４
３
５
、FAX
㉑
０
６
８
３
）〔
参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
〕

予
算
額
は
、
全
て
平
成
25
年
度
分
で
す
。

離
乳
食
教
室

と
き　

９
月
30
日
㈪
、
午
前
10

時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ　

小
俣
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
乳
児（
生

後
７
〜
11
カ
月
）の
保
護
者

内
容　

離
乳
食（
後
期
〜
完
了

期
）の
お
話
と
試
食

定
員　

25
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　
９
月
２
日
㈪
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

予
算
額　
約
35
万
６
千
円（
16
回
分
）

　

地
域
で
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
を

対
象
に
食
育
活
動
を
行
う
食
生

活
改
善
推
進
員（
ヘ
ル
ス
メ
イ

ト
）
を
養
成
す
る
講
座
を
開
催

し
ま
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
修
了
後
は
、
ヘ
ル

ス
メ
イ
ト
と
し
て
活
動
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

と
き　

10
月
４
日
㈮
・
25
日
㈮
・

11
月
29
日
㈮
・
12
月
13
日
㈮
・

１
月
17
日
㈮
・
２
月
７
日
㈮
、

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
人

内
容　
調
理
実
習
・
講
話（
よ
い

食
生
活
の
こ
つ
、
献
立
の
立
て

方
、
生
活
習
慣
病
予
防
な
ど
）・

食
生
活
改
善
推
進
員
養
成
講
座

食
か
ら
出
発
健
康
セ
ミ
ナ
ー

運
動
実
技

定
員　

25
人（
先
着
順
）

参
加
費　

３
０
０
０
円（
教
材

費
・
食
材
費
）

申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
FAX
で

健
康
課
へ

予
算
額　
13
万
６
千
円
（
６
回
分
）

口
腔
訓
練
教
室

と
き　

９
月
19
日
㈭
、
午
後
１

時
30
分
〜
３
時

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

お
お
む
ね
65
歳
以
上

で
、「
口
が
渇
く
」「
お
茶
や
汁
物

で
む
せ
る
」「
飲
み
込
み
に
く
い
」

な
ど
の
症
状
が
気
に
な
る
人

内
容　

歯
科
医
師
に
よ
る
歯
と

お
口
の
健
康
の
話（
講
師

：

中

川
直
人
さ
ん〔
伊
勢
地
区
歯
科

医
師
会
会
員
〕
）、
歯
科
衛
生

士
に
よ
る
口
腔
体
操
な
ど

定
員　

30
人
程
度（
先
着
順
）

申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
FAX
で

健
康
課
へ

予
算
額　
約
34
万
３
千
円（
26
回
分
）

  

認
知
症
の
中
に
は
、
毎
日
の

生
活
を
改
善
す
る
こ
と
で
、
予

防
し
た
り
進
行
を
防
い
だ
り
で

き
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

脳
を
生
き
生
き
さ
せ
る
こ
つ

を
学
び
ま
し
ょ
う
。

と
き　

９
月
20
日
㈮
・
27
日
㈮
、

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上

で
受
講
経
験
が
な
い
人

※
受
講
経
験
が
あ
る
人
で
も
、

認
知
症
の
心
配
が
あ
る
人
は
、

別
途
相
談
に
応
じ
ま
す
。

内
容　

認
知
症
予
防
の
た
め
の

生
活
チ
ェ
ッ
ク
、
脳
の
イ
キ
イ

キ
度
チ
ェ
ッ
ク（
浜
松
二
段
階

方
式
）、
脳
刺
激
体
験
な
ど

定
員　

25
人（
先
着
順
）

持
ち
物　

眼
鏡（
必
要
な
人
）

申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
FAX
で

健
康
課
へ

認
知
症
を
楽
し
く
予
防

脳
活
性
化
教
室

（
２
日
間
コ
ー
ス
）

予
算
額　
約
３
万
２
千
円（
４
回
分
）

　

乳
が
ん
集
団
検
診
に
つ
い
て
、

定
員
に
満
た
な
か
っ
た
日
程
を

再
度
受
け
付
け
ま
す
。（
左
表

参
照
）

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く

は
、「
広
報
い
せ
」
７
月
１
日

号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

乳
が
ん
集
団
検
診
の

追
加
募
集

乳がん集団検診の追加募集

とき ところ
定員（先着順）
午前 午後

  9月  2 日㈪ 中央保健センター － 36人

10月 28日㈪ 小俣保健センター 8人 36人

11月 11日㈪ 中央保健センター 14人 40人

11月 15日㈮ 二見老人福祉センター 30人 42人

11月 26日㈫ ハートプラザみその 26人 43人

受付時間　午前…午前 10時～ 11時、午後…午後 1時～ 2時 30分
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ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
料
理
講
習
会

と
き
・
と
こ
ろ
・
定
員　

左
表

の
と
お
り

対
象　

市
内
在
住
の
人

テ
ー
マ　

長
寿
の
た
め
の
元
気

料
理

参
加
費　

３
０
０
円（
当
日
持

参
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

米
½
カ
ッ
プ

申
し
込
み　

各
開
催
日
の
３
日

前（
閉
庁
日
の
場
合
は
、
そ
の

前
開
庁
日
）
の
正
午
ま
で
に
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

予
算
額　
30
万
円（
60
回
分
）

ヘルスメイト料理講習会

とき ところ 定員
（先着順）

９月 10日㈫ 小俣保健センター 30人

９月 21日㈯
福祉健康センター

30人

９月 26日㈭ 30人

９月 27日㈮ ハートプラザみその 30人

９月 28日㈯ 溝口会館 20人
※いずれも時間は、午前 9時 30分～午後 1時です。

■上表以外の診察
　救急医療情報センター
　　（☎㉘ 1199、☎ 0800-100-1199〔音声自動案内〕）
　医療ネットみえのホームページ
　　http://www.qq.pref.mie.lg.jp/
■子どもの急な病気や事故・薬に関する小児科医師による電話相談
　相談時間　毎日、19:30 ～ 23:30
　電話番号　みえ子ども医療ダイヤル
　　　　　　　（☎＃ 8000、☎ 059-232-9955）

予算額　1 億 1,363 万 1千円
（うち診療所収入・他町分担金 9,541 万円）

主な相談など

予算額　子育て相談（101回分）110万 3千円、成人健康相談・栄養相談（96回分）103万 1千円〔うち国・県補助金32万 2千円〕

とき ところ とき ところ

①子育て相談 ②成人健康相談・成人栄養相談（成人栄養相談は要予約）

９月  ３日㈫
 ９:30～ 11:00

二見老人福祉センター
９月  ４日㈬  ９:30～ 11:00 小俣保健センター

13:30 ～ 15:00 ９月 12 日㈭ 13:30 ～ 15:00 ハートプラザみその

９月  ６日㈮
10:00 ～ 11:30 豊浜地区コミュニティセンター ９月 19 日㈭ 13:30 ～ 15:00 中央保健センター

13:30 ～ 15:00 北浜地区コミュニティセンター ９月 25 日㈬  ９:30～ 11:00 二見老人福祉センター

９月 10 日㈫
 ９:30～ 11:00

中央保健センター
③エイズ検査

13:30 ～ 15:00 毎週火曜日  ９:00～ 11:00 伊勢保健所
（県伊勢庁舎内）９月 13 日㈮ 10:00 ～ 11:30 四郷地区コミュニティセンター 毎月第2火曜日 17:30 ～ 19:00

９月 17 日㈫
 ９:30～ 11:00

ハートプラザみその
④こころの健康相談（要予約）

13:30 ～ 15:00
９月 26 日㈭ 13:00 ～ 15:00

伊勢保健所
（県伊勢庁舎内）９月 20 日㈮ 10:00 ～ 11:30 城田地区コミュニティセンター

９月 24 日㈫
 ９:30～ 11:00

小俣保健センター
13:30 ～ 15:00

対象　①②市内在住の人、③④県内在住の人
問い合わせ　①②健康課（☎㉗ 2435）、③伊勢保健所（☎㉗ 5137）、④伊勢保健所（☎㉗ 5148）

診療時間 診療科目

休日
日曜日・祝日
10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 17:00

内科・小児科・歯科

夜間 毎日
19:30 ～ 22:00

内科・小児科
（平日夜間は内科医 1人体制）

内科・小児科（☎㉕ 8795）、歯科（☎㉗ 0829）

休日・夜間応急診療所（八日市場町） 休
日
・
夜
間
応
急
診
療
所

　

休
日
・
夜
間
応
急
診
療
所
は
、

救
急
車
を
呼
ぶ
ほ
ど
で
は
な
い

け
れ
ど
ど
う
し
て
も
受
診
し
た

い
場
合
で
か
か
り
つ
け
医
が
不

在
の
時
な
ど
、
地
域
の
医
師
な

ど
の
ご
協
力
に
よ
り
、
一
次
救

急
と
し
て
、
比
較
的
軽
症
な
患

者
の
応
急
的
な
治
療
・
処
置
を

行
っ
て
い
ま
す
。

受
診
す
る
際
の
お
願
い

・・
受
診
時
間
を
守
り
ま
し
ょ
う

・・
日
頃
か
ら
か
か
り
つ
け
の
医

師
を
決
め
、
気
に
な
る
症
状
が

あ
る
場
合
は
、
か
か
り
つ
け
医

の
診
療
時
間
内
に
受
診
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。「
日
中
は

忙
し
い
か
ら
」「
夜
で
も
や
っ
て

い
る
か
ら
」
な
ど
の
理
由
で
安

易
に
夜
間
や
休
日
に
受
診
す
る

こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う

・・
応
急
的
な
治
療
・
処
置
で
あ

る
た
め
、
薬
は
原
則
と
し
て
一

日
分
の
処
方
と
な
り
ま
す
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参加費などの記載のない
ものは無料

情 ーナーコ
報

募 

集

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

　

河
川
の
変
化
や
異
常
を
発
見

し
た
と
き
や
、
近
隣
住
民
か
ら

の
要
望
を
聞
い
た
と
き
な
ど
に
、

河
川
管
理
者
へ
通
報
・
連
絡
し

て
い
た
だ
く
「
河
川
愛
護
モ
ニ

タ
ー
」
を
、
宮
川
と
勢
田
川
で

そ
れ
ぞ
れ
募
集
し
ま
す
。

資
格　

次
の
活
動
範
囲
の
近
隣

に
在
住
し
、
河
川
に
接
す
る
機

国
土
交
通
省
三
重
河
川
国
道
事
務

所
河
川
占
用
調
整
課

（
☎
０
５
９
・
２
２
９
・
２
２
１
８
）

会
が
多
く
、
河
川
愛
護
に
関
心

が
あ
る
20
歳
以
上
の
健
康
な
人

活
動
範
囲

・・
宮
川
…
河
口
〜
玉
城
町
岩
出

・・
勢
田
川
…
河
口
〜
岡
本
２
丁

目
・
八や

束つ
か

橋
付
近

任
期　

申
込
日
の
翌
月
１
日
〜

平
成
26
年
６
月
30
日（
期
間
満

了
前
に
委
嘱
を
終
了
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
）

募
集
人
数　

各
２
人
程
度（
先

着
順
）

申
し
込
み　

応
募
用
紙
を
、
郵

送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
同
課

（
〒
514

－

8502
津
市
広
明
町
２
９

７
、
FAX
０
５
９
・
２
２
９
・
２

２
３
１
）へ

※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
、
平

成
26
年
４
月
30
日
㈬
ま
で
、
随

時
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
応
募
要
領
・
応
募
用
紙
は
同

課
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
国
土

交
通
省
三
重
河
川
国
道
事
務
所

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.

cbr.m
lit.go.jp/m

ie/

）に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

※
月
額
４
０
０
０
円
程
度
の
手

当（
交
通
費
・
通
信
費
な
ど
の

諸
経
費
を
含
む
）
を
支
給
し
ま

す
。

　

消
防
団
は
、
火
災
の
消
火
活

動
や
風
水
害
時
の
広
報
・
警
戒

活
動
な
ど
を
行
い
、
地
域
の
防

災
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

伊
勢
市
で
は
現
在
、
約
７
割

の
消
防
団
員
が
本
来
の
仕
事
を

持
ち
な
が
ら
在
籍
し
て
お
り
、

各
団
員
が
地
域
に
貢
献
す
べ

く
、
災
害
出
動
、
訓
練
、
消
防

車
両
の
点
検
な
ど
の
消
防
団
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

消
防
本
部
で
は
、
次
の
と
お

り
消
防
団
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

資
格　

市
内
在
住
の
18
歳
以
上

の
人（
学
生
も
可
と
し
、
男
女

は
問
わ
な
い
）

活
動
内
容　

①
火
災
の
消
火
活

動
、
風
水
害
時
の
広
報
・
警
戒
・

避
難
誘
導
活
動
、
火
災
予
防
週

間
の
広
報
パ
ト
ロ
ー
ル
、
消
防

訓
練
な
ど
、
②
救
命
講
習
や
火

災
予
防
広
報
な
ど

募
集
中
の
消
防
団　

①
神
社
分

団
、
御
薗
分
団
、
二
見
分
団
、

今
一
色
分
団
、
小
俣
分
団
、
城

田
分
団
、
有
緝
分
団
、
厚
生
・

早
修
分
団
、
中
島
分
団
、
四
郷

分
団
、
上
野
分
団
、
②
消
防
団

本
部
所
属
の
女
性
消
防
団

　

離
職
者
が
早
期
に
再
就
職
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
下

表
の
と
お
り
職
業
訓
練
を
行
い

ま
す
。

と
こ
ろ　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

南
伊
勢（
小
俣
町
明
野
６
８
５
）

対
象　

再
就
職
を
希
望
し
、
公

共
職
業
安
定
所
に
求
職
申
し
込

み
を
し
て
い
る
人

※
受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
別

途
教
材
費
・
作
業
服
代
が
必
要

で
す
。

※
事
前
説
明
会
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・
求

職
者
雇
用
支
援
機
構　

南
伊
勢
職

業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー

（
☎
37
３
１
２
１
）

公
共
職
業
訓
練
の

受
講
生
を
募
集

公共職業訓練
訓練科 とき 定員 説明会 面接

電気設備科 11月 15日㈮
　～平成 26年 5月 20日㈫

20人 9月 20日㈮
10月 4日㈮・18日㈮ 10月 25日㈮

住宅リフォーム技術科 15人

テクニカルオペレーション科
11月 29日㈮
　～平成 26年 5月 30日㈮ 17人

10月 4日㈮・18日㈮
11月 1日㈮ 11月 8日㈮

機械加工科
12月 5日㈭
　～平成 26年 6月 23日㈪ 15人

溶接技術科
平成 26年 1月 7日㈫
　～ 6月 30日㈪ 15人 11月 1日㈮・22日㈮

12月 6日㈮ 12月 13日㈮

消
防
本
部
消
防
課（
☎
25
１
２
１
６
）

消
防
団
員
を
募
集
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試
験
・
講
座

　

認
知
症
は
、
誰
に
で
も
起
こ

る
可
能
性
が
あ
る
病
気
で
す
。

　

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指

し
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養

成
を
行
い
ま
す
。

※
講
座
を
修
了
し
た
人
に
は
、

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
証
「
オ

レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」
を
進
呈
し
ま

す
。

と
き　

10
月
３
日
㈭
、
午
後
１

時
30
分
〜
４
時

と
こ
ろ　

ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ

の
・
多
目
的
ホ
ー
ル

対
象　

市
内
在
住
の
人

内
容　

認
知
症
に
つ
い
て
の
話
、

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
へ
の

関
わ
り
に
つ
い
て
の
話

講
師　

山
川
伸
隆
さ
ん（
い
せ

山
川
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）、
キ

長
寿
課（
☎
21
５
５
８
３
）

認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
て

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト

定
員　

１
２
０
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
同
課（
FAX
⑳
８
５
５
５
）

へ※
フ
ァ
ク
ス
で
の
申
し
込
み
の

場
合
、
定
員
を
超
え
て
受
講
不

可
と
な
っ
た
場
合
の
み
連
絡
し

ま
す
。

※
要
約
筆
記
が
あ
り
ま
す
。

と
き　

10
月
３
日
〜
平
成
26
年

３
月
13
日（
１
月
２
日
を
除
く
）

の
毎
週
木
曜
日
、
午
後
３
時
〜

４
時
30
分（
初
日
は
午
後
５
時

ま
で
）

と
こ
ろ　

福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
人
で
、
手

話
の
学
習
経
験
が
な
く
、
今
年

度
の
入
門
課
程
お
よ
び
次
年
度

の
基
礎
課
程
そ
れ
ぞ
れ
の
７
割

以
上
を
受
講
で
き
る
人

※
次
年
度
の
基
礎
課
程
は
、
平

障
が
い
福
祉
課（
☎
21
５
５
５
８
、

FAX
21
５
５
５
５
）

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

（
入
門
課
程
）

成
26
年
４
〜
11
月
ご
ろ
に
、
入

門
課
程
と
同
様
の
時
間
設
定
で

開
講
す
る
予
定
で
す
。

定
員　

40
人（
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

申
し
込
み　

９
月
２
日
㈪
〜
17

日
㈫
に
、
申
込
用
紙（
同
課
に

あ
り
ま
す
）を
同
課
へ

※
申
込
者
数
が
５
人
以
下
の
場

合
は
開
講
し
ま
せ
ん
。

※
受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
別

途
教
材
費
２
６
７
０
円
が
必
要

で
す
。

予
算
額〔
平
成
25
年
度
〕　

12
万

４
０
０
円（
う
ち
国
・
県
補
助

金
９
万
３
０
０
円
）

と
き　

①
10
月
８
日
㈫
・
12
日

㈯
、②
10
月
22
日
㈫
・
26
日
㈯
、

③
10
月
29
日
㈫
・
11
月
２
日
㈯
、

午
後
１
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

富
士
通
オ
ー
プ
ン
カ

レ
ッ
ジ
伊
勢
校（
黒
瀬
町
１
５

９

－

６
）

公
益
社
団
法
人
伊
勢
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー（
☎
23
６
９
１
５
）

高
齢
者
向
け

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

対
象　

60
歳
以
上
の
求
職
者

内
容　

ワ
ー
ド
の
基
本
操
作
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
画
像
を

使
っ
た
カ
レ
ン
ダ
ー
作
成
な
ど

定
員　

各
10
人（
先
着
順
）

申
込
期
間　

９
月
９
日
㈪
〜
12

日
㈭

試
験
種
別　

甲
種
、乙
種
全
類
、

乙
種
４
類
、
丙
種

試
験
日　

11
月
17
日
㈰

と
こ
ろ　

皇
學
館
大
学

申
し
込
み　

９
月
19
日
㈭
〜
30

日
㈪（
電
子
申
請
の
場
合
は
９

月
16
日
㈷
・
午
前
９
時
〜
27
日

㈮
・
午
後
５
時
）に
、
願
書（
消

防
本
部
・
各
分
署
・
各
出
張
所

に
あ
り
ま
す
）
を
、
一
般
財
団

法
人
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

三
重
県
支
部
へ

消
防
本
部
予
防
課（
☎
25
１
２
６
３
）

危
険
物
取
扱
者
後
期
試
験

※
試
験
時
間
な
ど
詳
し
く
は
、

一
般
財
団
法
人
消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
三
重
県
支
部
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.shoubo-

shiken.or.jp/branch/23m
ie/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

糖
尿
病
教
室

と
き　

９
月
５
日
㈭
、
午
後
１

時
〜
２
時

と
こ
ろ　

伊
勢
総
合
病
院
・
２

階
講
堂

内
容　

講
座
「
糖
尿
病
と
薬
物

療
法
〜
知
っ
て
お
き
た
い
薬
の

知
識
〜
」
高
尾
雄
介
さ
ん（
伊

勢
総
合
病
院
薬
局
長
）

伊
勢
総
合
病
院
栄
養
管
理
課

（
☎
23
５
１
１
１
）

催
し
物
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秋
の
一
日
、
家
族
で
、
木
を

使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
工
作
や
、

焼
き
そ
ば
作
り
を
楽
し
み
ま
せ

ん
か
。
綿
菓
子
や
フ
ラ
イ
ド
ポ

テ
ト
な
ど
の
お
楽
し
み
コ
ー
ナ

ー
も
あ
り
ま
す
。

と
き　

10
月
６
日
㈰
、
午
前
10

時
〜
午
後
２
時

と
こ
ろ　

宮
川
ラ
ブ
リ
バ
ー
公

園（
雨
天
の
場
合
は
屋
内
会
場

に
変
更
）

対
象　

市
内
在
住
の
親
子

内
容　

木
工
品
作
り（
コ
ン
ク

ー
ル
あ
り
）、
親
子
ふ
れ
あ
い

遊
び
、
焼
き
そ
ば
作
り

定
員　

25
組
程
度（
先
着
順
）

参
加
費　

大
人
５
０
０
円
、
子

ど
も（
３
歳
以
上
）１
０
０
円

申
し
込
み　

９
月
２
日
㈪
か

ら
、
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ

ー
ル
で
同
課（
FAX
㉑
５
６
４
２
、

ア
ド
レ
スkouryu@

city.ise.m
ie.

jp)

へ

市
民
交
流
課
内
・
男
女
共
同
参
画
れ

い
ん
ぼ
う
伊
勢（
☎
21
５
５
１
３
）

親
子
で
遊
ぼ
う
！

れ
い
ん
ぼ
う
フ
ェ
ス
タ

と
き　

10
月
16
日
㈬
、
午
後
１

時
〜
４
時

と
こ
ろ　

産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

内
容　

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ（
環
境

に
優
し
い
運
転
）
に
関
す
る
知

識
と
運
転
の
こ
つ
を
学
び
、
実

際
に
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
体
験
し

ま
す（
講
師

：

Ｊ
Ａ
Ｆ
三
重
支

部
職
員
）

定
員　

15
人（
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

申
し
込
み　

９
月
２
日
㈪
〜
10

月
９
日
㈬
に
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
三
重
支

部
事
業
課（
☎
０
５
９
・
２
２

２
・
２
３
０
０
）へ

環
境
課（
☎
21
５
５
４
０
）

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
講
習
会

Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
作
り
講
習
会

と
き　

９
月
28
日
㈯
、
午
前
10

時
〜
正
午

と
こ
ろ　

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ（
西
豊
浜
町
６
５
３
）

内
容　

Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
を
使
っ

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

（
☎
38
２
８
０
０
）

い
せ
ト
ピ
ア
ま
な
び
の
パ
ス
ポ
ー
ト
対
象

て
、
生
ご
み
を
堆
肥
に
し
ま
す

定
員　

30
人（
先
着
順
）

持
ち
物　

ふ
た
付
き
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
箱（
縦
・
横
・
深
さ
の

合
計
が
70
㎝
以
内
）、
エ
プ
ロ
ン

申
し
込
み　

９
月
10
日
㈫
か

ら
、
同
プ
ラ
ザ
へ

※
１
家
族
1
人
に
限
り
ま
す
。

や
っ
て
み
よ
！
コ
ラ
ー
ジ
ュ

と
き　

９
月
21
日
㈯
、
午
後
１

時
30
分
〜
３
時

と
こ
ろ　

い
せ
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
南
館（
パ
ル
テ
ィ
い
せ
）・

２
階
会
議
室

対
象　

15
〜
39
歳
の
求
職
中
の

人（
非
正
規
雇
用
で
転
職
を
希

望
し
て
い
る
人
を
含
む
）

内
容　

コ
ラ
ー
ジ
ュ
療
法（
雑

誌
・
広
告
な
ど
の
写
真
や
絵
な

ど
を
切
り
貼
り
し
て
自
己
表
現

を
し
て
い
く
芸
術
療
法
の
一

つ
）
を
利
用
し
自
己
理
解
を
深

め
る
こ
と
で
、
就
職
活
動
の
た

め
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ（
技
術
向

い
せ
若
者
就
業
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン（
☎
63
６
６
０
３
）

上
）を
図
り
ま
す

定
員　

10
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　

９
月
19
日
㈭
ま
で

に
同
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ

※
受
講
前
に
同
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

へ
の
利
用
登
録
が
必
要
で
す
の

で
、
早
め
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

障
害
者
就
職
面
接
会

　

障
が
い
者
の
雇
用
を
検
討
し

て
い
る
企
業
と
、
公
共
職
業
安

定
所
に
登
録
済
み
で
就
職
活
動

中
の
障
が
い
者
を
対
象
に
、
就

職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

10
月
11
日
㈮
、
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

い
せ
ト
ピ
ア

※
参
加
希
望
者
は
、
履
歴
書
と

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
カ
ー
ド
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

伊
勢
公
共
職
業
安
定
所

（
☎
27
８
６
０
９
）

と
き　

９
月
７
日
㈯
、
午
前
10

時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

伊
勢
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル

（
吹
上
１
丁
目
11

－

31
）

内
容　

賃
金
不
払
い
や
不
当
解

雇
な
ど
の
労
働
問
題
・
年
金
・

ロ
ー
ン
の
相
談
、
保
険
の
見
直

し
、
住
宅
の
新
築
・
リ
フ
ォ
ー

ム
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
暮
ら

し
の
さ
ま
ざ
な
問
題
に
つ
い

て
、
弁
護
士
・
社
会
保
険
労
務

士
・
専
門
相
談
員
が
無
料
で
相

談
に
応
じ
ま
す

申
し
込
み　

９
月
５
日
㈭
・
午

後
４
時
ま
で
に
、
氏
名
・
連
絡

先
・
相
談
内
容
を
、
電
話
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
で
暮
ら
し
ほ
っ
と

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
伊
勢
志
摩（
FAX

㉔
５
４
２
５
）へ

※
先
着
順
に
受
け
付
け
、
相
談

者
が
多
数
に
な
っ
た
場
合
は
お

断
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

一
般
社
団
法
人
伊
勢
志
摩
労
働
者

福
祉
協
議
会
内
・
暮
ら
し
ほ
っ
と

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
伊
勢
志
摩（
☎
24
８

１
１
７
）

暮
ら
し
な
ん
で
も
相
談
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と
き　

８
月
28
日
㈬
〜
10
月
31

日
㈭
、
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

（
火
曜
日
は
休
館
）

と
こ
ろ　

山
田
奉
行
所
記
念
館

内
容　
「
京け

い

兆
ち
ょ
う

府ふ

尹い
ん

記き

」
に
記

さ
れ
て
い
る
「
内
宮
外
宮
両
太

神
宮
之
警
衛
」「
御
遷
宮
之
節
御

造
営
奉
行
」「
神
事
之
節
御
神
事

奉
行
」
と
い
う
山
田
奉
行
の
職

務
を
紹
介
し
ま
す

展
示
物　

寛
政
元
年
豊
受
大
神

宮
遷
御
之
図
の
模
型
、
遷
宮
諸

祭
図
の
模
写
、
御み

杣そ
ま

山や
ま

説
明
図

の
模
写
な
ど

山
田
奉
行
所
記
念
館

（
☎
36
８
８
３
３
）

山
田
奉
行
所
記
念
館

夏
季
特
別
展

「
ご
遷
宮
と
山
田
奉
行
」

予
算
額〔
平
成
25
年
度
〕 

35
万
円

と
き　

９
月
21
日
㈯
、
午
前
10

時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

三
重
県
司
法
書
士
会

館（
津
市
丸
之
内
養
正
町
17

－

17
）

内
容　

老
後
の
心
配
事
や
財
産

管
理
・
生
活
支
援
な
ど
に
関
す

る
成
年
後
見
制
度
の
利
用
に
つ

い
て
の
相
談（
ク
レ
ジ
ッ
ト
・

消
費
者
金
融
問
題
の
相
談
も

可
）

相
談
方
法　

面
談（
予
約
不

要
）・
電
話
相
談（
当
日
専
用
電

話
☎
０
５
９
・
２
４
６
・
６
５

７
１
）

問
い
合
わ
せ
先　

三
重
県
司
法

書
士
会（
☎
０
５
９
・
２
２
４
・

５
１
７
１
）

公
益
社
団
法
人
成
年
後
見
セ
ン
タ

ー
・
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
三
重
支
部

（
☎
０
５
９
・
２
１
３
・
４
６
６
６
）

無
料
成
年
後
見
相
談
会

お
知
ら
せ

　

市
で
は
、
長
寿
を
祝
福
す
る

た
め
、
88
歳
・
１
０
０
歳
の
人

と
、
市
内
最
高
齢
者（
生
涯
に

１
回
）
に
敬
老
祝
品
を
贈
呈
し

ま
す
。

対
象　

次
の
要
件
を
全
て
満
た

す
人

 

・・
９
月
１
日
現
在
、
１
年
以
上

市
内
に
在
住
し
て
い
る

 

・・
平
成
25
年
４
月
１
日
〜
平
成

26
年
３
月
31
日
の
期
間
に
88

歳
・
１
０
０
歳
に
な
る（
88
歳

…
大
正
14
年
４
月
１
日
〜
15
年

３
月
31
日
生
ま
れ
、
１
０
０
歳

…
大
正
２
年
４
月
１
日
〜
３
年

３
月
31
日
生
ま
れ
）

贈
呈
方
法　

９
月
９
日
㈪
以
降
、

市
職
員
ま
た
は
宅
配
業
者
が
自

宅
へ
届
け
ま
す

長
寿
課（
☎
21
５
５
５
９
）

敬
老
祝
品
の
贈
呈

予
算
額〔
平
成
25
年
度
〕　

４
３

１
万
１
千
円

　

半
島
振
興
法
に
基
づ
き
、
こ

れ
ま
で
半
島
地
域
の
製
造
業
に

適
用
さ
れ
て
い
た
固
定
資
産

税
・
不
動
産
取
得
税
・
法
人
事

業
税
な
ど
の
不
均
一
課
税
措
置

（
税
の
軽
減
措
置
）に
つ
い
て
、

制
度
が
改
正
さ
れ
、
平
成
25
年

４
月
１
日
以
降
も
延
長
さ
れ
る

と
と
も
に
、
対
象
業
種
に
旅
館

業
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

取
得
価
額
の
要
件
も
緩
和
さ
れ

ま
し
た
。

　

対
象
と
な
る
の
は
、
平
成
25

年
４
月
１
日
以
降
に
機
械
・
装

置
・
建
物
・
そ
の
他
付
属
施
設

課
税
課
固
定
資
産
税
係

（
☎
21
５
５
３
３
）

製
造
業
・
旅
館
業
な
ど
を

経
営
し
て
い
る
皆
さ
ま
へ

や
構
築
物
を
取
得
し
、
事
業
用

に
使
用
し
た
場
合
で
す
。（
平

成
25
年
３
月
31
日
ま
で
に
取
得

し
た
設
備
な
ど
に
つ
い
て
は
、

従
前
の
措
置
と
な
り
ま
す
）

　

詳
し
く
は
、
固
定
資
産
税
に

つ
い
て
は
課
税
課
固
定
資
産
税

係
へ
、
不
動
産
取
得
税
・
法
人

事
業
税
な
ど
に
つ
い
て
は
伊
勢

県
税
事
務
所（
☎
㉗
５
１
２
９
）

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
国
税
に
か
か
る
租
税

特
別
措
置（
減
価
償
却
費
の
特

別
償
却
）も
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

詳
し
く
は
、
伊
勢
税
務
署（
☎

㉘
３
１
９
１
）
へ
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

広
告
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過
去
の
地
震
で
は
、
揺
れ
に

よ
る
住
宅
の
倒
壊
だ
け
で
な
く
、

倒
れ
た
家
具
の
下
敷
き
に
な
っ

て
、
多
く
の
人
が
命
を
失
っ
た

り
、負
傷
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
震
後
に
来
る
恐
れ
の

あ
る
津
波
か
ら
素
早
く
避
難
行

動
を
す
る
た
め
に
も
、
家
具
が

倒
れ
る
の
を
防
ぐ
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

市
で
は
、
自
力
で
家
具
の
固

定
を
す
る
こ
と
が
困
難
と
思
わ

れ
る
「
災
害
時
要
援
護
者
」
を

対
象
と
し
て
、
次
の
と
お
り
無

料
で
家
具
固
定
を
行
い
ま
す
。

と
き　

10
月
27
日
㈰
・
11
月
17

日
㈰
、
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

対
象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人
だ
け
で
構
成
さ
れ
て
い

て
、
家
具
固
定
に
立
ち
会
い
で

き
る
世
帯

・
70
歳
以
上
の
人

・・
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手

帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

・・
母
子
家
庭（
扶
養
す
る
子
が

20
歳
未
満
の
場
合
の
み
）

危
機
管
理
課（
☎
21
５
５
２
３
）

家
具
固
定
を
し
ま
し
ょ
う

※
こ
れ
ま
で
に
市
の
無
料
家
具

固
定
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
世

帯
は
対
象
外
で
す
。

※
借
家
の
場
合
は
、
所
有
者
の

承
諾
が
必
要
で
す
。

募
集
数　

60
世
帯（
先
着
順
）

※
１
世
帯
に
つ
き
１
回
、
固
定

す
る
家
具
は
３
台
ま
で
で
す
。

申
し
込
み　

９
月
２
日
㈪
〜
18

日
㈬
に
、
印
鑑
を
持
参
し
、
同

課
・
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
・

各
支
所
へ

※
10
月
上
旬
に
現
場
の
下
見
を

行
い
ま
す
。
現
場
の
状
況
な
ど

に
よ
っ
て
は
、
家
具
固
定
が
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

予
算
額〔
平
成
25
年
度
〕 
60
万
円

　

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
通
称「
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
」
）と
は
、

地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど

が
起
こ
っ
た
と
き
に
、
国
か
ら

送
ら
れ
る
緊
急
情
報
を
、
市
の

危
機
管
理
課（
☎
21
５
５
２
３
）

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）の

全
国
一
斉
伝
達
試
験

防
災
行
政
無
線
な
ど
を
通
じ
て

情
報
伝
達
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

次
の
と
お
り
、
全
国
の
地
方

自
治
体
で
、
全
国
瞬
時
警
報
シ

ス
テ
ム
の
一
斉
伝
達
試
験
が
行

わ
れ
ま
す
。

と
き　

９
月
11
日
㈬
、
午
前
11

時
ご
ろ
・
11
時
30
分
ご
ろ（
２

回
）

※
訓
練
が
延
期
に
な
っ
た
場
合
、

予
備
日
は
10
月
９
日
㈬
で
す
。

内
容　

国
か
ら
の
試
験
放
送
の

内
容
が
、市
の
防
災
行
政
無
線
、

防
災
メ
ー
ル
、
防
災
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
行
政
チ
ャ
ン

ネ
ル
を
通
じ
て
一
斉
に
放
送
さ

れ
ま
す

「これは、試験放送です」
（３回）
「こちらは広報いせです」

宮城県北部の地震の際に転倒した家具
　

現
在
の
保
険
証
の
有
効
期
限

は
、
９
月
30
日
㈪
で
す
。

　

９
月
下
旬
に
、
新
し
い
保
険

証
を
簡
易
書
留
郵
便
に
よ
り
送

付
し
ま
す
。

※
郵
送
で
は
な
く
、
手
渡
し
に

よ
る
交
付
を
希
望
す
る
人
は
、

９
月
13
日
㈮
ま
で
に
、
同
課
・

各
総
合
支
所
生
活
福
祉
課
・
各

支
所
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

９
月
19
日
㈭
以
降
、
新
し
い
保

険
証
を
窓
口
で
交
付
し
ま
す
。

旧
保
険
証
は
返
却
を

　

旧
保
険
証
は
、
10
月
１
日
㈫

以
降
に
、
同
課
・
各
総
合
支
所

生
活
福
祉
課
・
各
支
所
へ
返
却

し
て
く
だ
さ
い
。

※
新
し
い
保
険
証
を
受
け
取
っ

て
か
ら
旧
保
険
証
を
返
却
す
る

ま
で
に
、
住
所
異
動
の
手
続
き

を
行
う
場
合
は
、
必
ず
新
旧
の

保
険
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

医
療
保
険
課（
☎
21
５
６
４
６
）

国
民
健
康
保
険

９
月
下
旬
に

新
し
い
保
険
証
を
送
付

　

特
別
な
事
情
も
な
く
保
険
料

（
税
）を
滞
納
し
て
い
る
世
帯
に

は
、
医
療
機
関
で
の
負
担
が
全

額
自
己
負
担
と
な
る
「
資
格
証

明
書
」
や
、
通
常
よ
り
有
効
期

間
が
短
い「
短
期
被
保
険
者
証
」

を
交
付
し
ま
す
。

　

10
月
１
日
〜
平
成
26
年
９
月

30
日
に
75
歳
に
な
る
人（
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
へ
移
行
す
る

人
）
は
、
新
し
い
保
険
証
の
有

効
期
限
が
誕
生
日
の
前
日
と
な

り
ま
す
。

75
歳
に
な
る
人
は

有
効
期
限
が
異
な
り
ま
す

保
険
料（
税
）の
滞
納
世
帯
に
は

異
な
る
証
明
書
・
保
険
証
を
送

付
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市
で
は
、
県
立
看
護
大
学
へ

の
入
学
を
志
望
す
る
人
を
対
象

に
、地
域
推
薦
を
実
施
し
ま
す
。

　

推
薦
を
希
望
す
る
人
は
、
在

学
し
て
い
る
高
等
学
校
で
相
談

し
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

対
象　

次
の
要
件
を
全
て
満
た

し
、
学
校
長
が
責
任
を
持
っ
て

推
薦
で
き
る
人

・・
伊
勢
総
合
病
院
に
４
年
以
上

就
業
す
る
強
い
意
志
が
あ
る

・・
平
成
26
年
３
月
に
高
等
学
校

（
県
外
の
高
等
学
校
も
可
）を
卒

業
見
込
み
で
あ
る

・・
調
査
書
の
国
語
、
数
学
、
外

国
語
、
理
科
、
地
理
歴
史
・
公

伊
勢
総
合
病
院
経
営
企
画
室

（
☎
63
９
０
５
３
）

県
立
看
護
大
学

入
学
試
験
の
地
域
推
薦

民
の
評
定
平
均
値
が
4.5
以
上
で

あ
る

・・
高
等
学
校
で
化
学
Ⅰ
お
よ
び

生
物
Ⅰ
を
履
修
し
て
い
る

・・
合
格
し
た
場
合
、
県
立
看
護

大
学
に
必
ず
入
学
す
る
こ
と
を

確
約
で
き
る

推
薦
人
数　

若
干
名

選
考
日　

10
月
上
旬（
応
募
者

に
後
日
連
絡
）

選
考
方
法　

作
文
・
面
接

申
込
期
限　

９
月
26
日
㈭
ま
で

（
郵
送
の
場
合
は
９
月
24
日
㈫

の
消
印
有
効
）
に
、
学
校
長
に

よ
る
推
薦
依
頼
書
、
学
校
所
定

の
調
査
書
、
受
験
者
本
人
に
よ

る
志
望
動
機
に
つ
い
て
の
作
文

（
８
０
０
字
程
度
）を
、同
室（
〒

516

－
0014
楠
部
町
３
０
３
８)

へ

県
立
看
護
大
学
の
試
験
日
程

出
願
期
間　

11
月
１
日
㈮
〜
５

日
㈫（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
出
願

の
み
）

試
験
日　

11
月
９
日
㈯

合
格
発
表
日　

11
月
12
日
㈫

広
告

　

10
月
１
日
〜
７
日
の
「
法
の

日
」
週
間
に
合
わ
せ
、
次
の
と

お
り
無
料
相
談
を
行
い
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と
き　

10
月
２
日
㈬
、
午
前
10

時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分（
受

け
付
け
は
午
後
３
時
ま
で
）

と
こ
ろ　

津
セ
ン
タ
ー
パ
レ
ス

（
津
市
大
門
７

－

15
）

※
相
談
時
間
は
20
分
程
度
で
す
。

津
家
庭
裁
判
所
総
務
課

（
☎
０
５
９
・
２
２
６
・
４
１
７
１
）

「
法
の
日
」週
間
に
無
料
相
談

「法の日」週間無料相談
内容 定員（先着順） 問い合わせ先

弁護士による法律相談（土地・建物・金
銭貸借・交通事故・相続・離婚・家庭内
のもめ事など）

36人 津家庭裁判所総務課
（☎ 059・226・4171）

津地方法務局職員による人権・登記相談
（暮らしの中の困り事、土地・建物の登記
手続きなど）

24人 津地方法務局総務課
（☎ 059・228・4191）

津地方検察庁被害者支援員による犯罪被
害者支援相談（犯罪被害・刑事手続きなど） 12人 津地方検察庁検察広報官

（☎ 059・228・4165）
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不
用
品
に
つ
い
て
、「
譲
り

ま
す
」「
譲
っ
て
く
だ
さ
い
」
な

ど
の
情
報
を
提
供
し
て
く
だ
さ

い
。
物
を
長
く
大
切
に
使
い
、

資
源
の
節
約
や
ご
み
の
減
量
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　

情
報
は
、
同
プ
ラ
ザ
内
の
掲

示
板
で
紹
介
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

（
☎
38
２
８
０
０
）

９
月
２
日
㈪
か
ら

不
用
品
交
換
情
報

コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
ま
す

　

同
公
園
で
は
、
９
月
１
日
か

ら
、「
れ
ん
ぎ
ょ
う
３
」
の
区

画
内
で
「
３
平
方
メ
ー
ト
ル
東

向
き
」
の
墓
所
を
販
売
開
始
し

ま
す
。
詳
し
く
は
、
管
理
事
務

所
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

伊
勢
や
す
ら
ぎ
公
園
管
理
事
務
所

（
☎
28
３
３
６
７
）

伊
勢
や
す
ら
ぎ
公
園

墓
所
販
売
の
お
知
ら
せ

　

消
防
本
部
で
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
応
急
手
当
の
基
礎
知
識

を
学
習
で
き
る
よ
う
、「
応
急

手
当
Ｗ

ウ
ェ
ブ
Ｅ
Ｂ
講
習
」
の
ｅ

－

ラ

ー
ニ
ン
グ
を
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ（http://w

w
w
.city.ise.m

ie.

jp/4317.htm
）
で
配
信
し
て
い

ま
す
。

　

万
が
一
の
緊
急
事
態
に
備

え
、適
切
な
応
急
手
当
を
学
び
、

身
に
付
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

※
ｅ

－
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
パ
ソ

コ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
・

ス
マ
ー
ト
ホ
ン
な
ど
で
行
う
学

習
の
こ
と
で
す
。

消
防
本
部
消
防
課（
☎
25
１
２
１
６
）

救
急
車
の
到
着
ま
で
に

あ
な
た
が
で
き
る
こ
と

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

応
急
手
当
講
習

救
命
講
習
受
講
に

ｅ

－

ラ
ー
ニ
ン
グ
の
利
用
を

　

ｅ

－

ラ
ー
ニ
ン
グ
を
１
時
間

（
救
命
講
習
の
座
学
部
分
）受
講

し
、
お
お
む
ね
１
カ
月
以
内
に

救
命
講
習
を
受
講
す
れ
ば
、
救

命
講
習
当
日
は
実
技
講
習
の
み

と
な
り
、
座
学
の
受
講
時
間
を

１
時
間
短
縮
で
き
ま
す
。
ｅ

－

ラ
ー
ニ
ン
グ
受
講
後
に
発
行
さ

れ
る
受
講
証
明
書
を
印
刷
ま
た

は
画
像
メ
モ
で
保
存
し
、
救
命

講
習
の
際
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

ｅ

－

ラ
ー
ニ
ン
グ
講
習
は
、

事
前
申
し
込
み
が
不
要
な
上
、

分
割
し
て
学
習
で
き
る
た
め
、

都
合
の
良
い
時
間
に
、
気
軽
に

始
め
ら
れ
ま
す
。
救
命
講
習
の

第
一
歩
と
し
て
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

救
命
講
習
の
ご
案
内

　

消
防
本
部
で
は
、
次
の
救
命

講
習
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

救
命
講
習
の
受
講
を
希
望
す

る
人
は
、
消
防
本
部
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

同
課
へ
問
い
合
わ
せ
る
か
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
普
通
救
命
講
習
Ⅰ

と
き　

９
月
18
日
㈬
・
10
月
1

日
㈫
・
23
日
㈬
、
午
後
１
時
30

分
〜
４
時
30
分（
ｅ

－

ラ
ー
ニ

ン
グ
受
講
者
は
午
後
２
時
30
分

〜
）

と
こ
ろ　

御
薗
総
合
支
所
・
３

階
災
害
対
応
室

※
こ
の
ほ
か
、
月
２
回
開
催
し

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

■
普
通
救
命
講
習
Ⅱ

と
き　

10
月
17
日
㈭
、
午
後
１

時
〜
５
時（
ｅ

－

ラ
ー
ニ
ン
グ

受
講
者
は
午
後
２
時
〜
）

と
こ
ろ　

消
防
本
部
・
２
階
会

議
室

■
上
級
救
命
講
習

と
き　

12
月
11
日
㈬
、
午
前
９

時
〜
午
後
６
時（
ｅ

－

ラ
ー
ニ

ン
グ
受
講
者
は
午
前
10
時
〜
）

と
こ
ろ　

消
防
本
部
・
２
階
会

議
室

広
告
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社
会
的
に
弱
い
立
場
に
あ
る

と
さ
れ
る
、
高
齢
者
や
障
が
い

者
に
対
す
る
暴
行
・
虐
待
事
案

が
、
依
然
と
し
て
数
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
を
取
り

巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
へ

の
対
策
を
強
化
す
る
た
め
、
全

国
一
斉
「
高
齢
者
・
障
害
者
の

人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化
週

間
に
、
時
間
を
延
長
し
て
電
話

相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

と
き　

９
月
９
日
㈪
〜
15
日
㈰
、

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

（
土
・
日
曜
日
は
午
前
10
時
〜

午
後
５
時
）

相
談
用
電
話
番
号　

☎
０
５
７

０
・
０
０
３
・
１
１
０

津
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

（
☎
０
５
９
・
２
２
８
・
４
１
９
３
）

全
国
一
斉

「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権

あ
ん
し
ん
相
談
」強
化
週
間

　このコーナーは、市民団体の皆さんが、イベント案内
や会員募集などに利用できるコーナーです。参加費など
の記載のないものは無料です。

みんなの広場

時 9月8日㈰、13:00～・15:00～　所サンライフ伊
勢・研修室　　対市内または近隣市町に在住し
ている人　内藍の生葉染め体験の参加者を募集
します。季節限定企画。あなただけの一枚を染

めましょう！　定各10人（先着順）　料 2,000円
（材料費を含む）　申 9月3日㈫までに同プロジェク
トへ

藍のハンカチプロジェクト（☎090-5856-9591）
藍の生

なま

葉
ば

染め体験教室

時毎月第2木曜日、12:30～12:50　所日本キリス
ト教団山田教会・別館（岩渕1丁目6-32、市役所裏）
内上記の昼休みの時間帯に、懐かしい歌、楽しい
歌を共に歌う集い。「花は咲く」「ふるさと」など、

毎月、曲を変えて歌います。　定 50人（先着順）

日本キリスト教団山田教会（☎28-4420）
昼休み賛美の集い

時とき  所ところ  対対象　内内容　定定員
料料金　申申し込み

11月１日号＝９月13日㈮
11月15日号＝９月30日㈪

掲載申し込み
締め切り

遺品整理遺品整理
広
告
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　このコーナーは、国・県・市または教育委員会が共催・
後援などをするイベント情報を案内するコーナーです。
参加費などの記載のないものは無料です。

イベント掲示板

時 9月21日㈯・8:30～16:00、22日㈰・8:30～14:00
所小俣農村環境改善センター・多目的ホール
内限りある資源を有効利用するため、家庭に眠
っている品物を出品していただいて販売します

出品するリサイクル品を募集
時 9月10日㈫～14日㈯、9:00～16:00　所小俣公
民館・1階
※品物が売れた場合は、販売価格の半額を提供者に

　還元し、残りの半額は社会福祉事業へ寄附します。

※受け付けできない品物もあります。

※売れ残った品物は返却しませんのでご了承ください。

小俣町消費生活学級・植村さん（☎22-2984）
第32回リサイクル品即売会

時 11月22日㈮　所伊勢神宮・内宮　対昭和58年
11月～昭和59年10月に結婚した夫婦　内 11月22
日の「いい夫婦の日」に、伊勢神宮・内宮で「真

珠婚」をお祝いしませんか？詳しくは、ホーム

ページ（「真珠婚国際協会」で検索）をご覧くださ

い　定 100組（申し込み多数の場合は抽選）　料 1
組12,000円　申 9月30日㈪までに同協会へ

真珠婚国際協会（☎0599-46-0546）
真珠婚おかげ参り

時とき  所ところ  対対象　内内容　定定員
料料金　申申し込み

11月１日号＝９月13日㈮
11月15日号＝９月30日㈪

掲載申し込み
締め切り

時 9月21日㈯、10:00～11:30　所生涯学習センタ
ーいせトピア・研修室1･2　内膝や足の付け根の
痛みを感じている人に、その予防と正しい理解、

最新の治療法、人工関節について、分かりやす

く解説します（講師：原隆久さん〔伊勢総合病院

副院長・整形外科医〕）　定 100人（先着順）　申事
前に同センターへ

津中日文化センター（☎059-225-8411）

市民講座
「足の関節に痛みのない生活～人工関節について」

時10月20日㈰、14:00～15:30　所神宮相撲場内・特
設会場（宇治中之切町152）　内歴史ある「田楽」に
伝統芸能や音楽を盛り込み、現代に生きる演劇とし

て創作された「大田楽」。野村萬（狂言師・人間国宝）

野村万蔵（狂言師）・松坂慶子（女優）〔予定〕をはじめ

市民ら総勢約100人が、艶やかに演舞します。 定100
人程度（申し込み多数の場合は抽選）　料1,000円（全
席自由席、就学前の子どもは無料）　申9月30日㈪
までに、往復はがきに住所・氏名・電話番号・観覧

希望人数（２人まで）を記入し、クラブツーリズム地

域交流部内「伊勢大田楽事務局」係（〒160-8308東
京都新宿区西新宿6-3-1アイランドウィング7階）へ

クラブツーリズム株式会社（☎03-5323-6965）
伊勢 大

だい

田
でん

楽
がく

時・内下表のとおり　所県営サンアリーナ
相好体操クラブ・後藤さん（☎059-399-7767）

第62回神宮式年遷宮奉祝　第46回全日本社会人体操競技選手権大会

とき 内容

9 月 14日㈯ ・・開会式
・・男女 1部競技（団体・個人・種目別）

内村航平選手をはじめオリンピック出場選手や、10 月の
世界選手権大会に参加する選手など、日本を代表する選手
が世界レベルの演技を繰り広げます。

9月 15日㈰ ・・男女 2部競技（団体・個人・種目別）
・・レセプション 日本中から幅広い年齢層の社会人体操選手が集い、技を競

い合います。
9月 16日㈷ ・・男子 2部競技（団体・個人・種目別）

・・閉会式

広
告

・
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時とき　所ところ　対対象　定定員　申申し込み　問問い合わせ先

  予算額〔平成25年度〕 7,305 万 4千円（市主催分のみ）９月の無料相談
法　律
※担当弁護士が、既に相手方の相談を受けて
　いる場合は、相談を受けることはできません。

時 毎週月曜日、13:30～15:30〔９月16
日・23日は祝日のため、17日㈫・24日
㈫に行います〕

所広報広聴課（☎㉑5515）
対市内に住所を有する人
定８人（定員を超えた場合は抽選）
申相談日当日の13:15までに広報広聴
課へ来所

時９月５日㈭、13:30～15:30
所小俣保健センター
対市内に住所を有する人
定４人（定員を超えた場合は抽選）
申８月29日㈭～９月４日㈬に、社会福祉
協議会小俣支所（☎㉗0509）へ来所また
は電話の上、相談日当日の13:15までに来所

時９月19日㈭、13:30～15:30
所社会福祉協議会御薗支所（ハートプ
ラザみその北側事務所棟）

対市内に住所を有する人
定４人（定員を超えた場合は抽選）
申９月12日㈭～18日㈬に、社会福祉協
議会御薗支所（☎㉒6617）へ来所または
電話の上、相談日当日の13:15までに来所

消費生活・多重債務
（消費者被害の相談・クレジット・消費者金融など）

時月～金曜日、9:00～12:00・13:00～16:00
所伊勢市消費生活センター〔市役所本
館・２階〕（☎㉑5717）

【司法書士による多重債務相談】
時９月19日㈭、9:30～11:30
所伊勢市消費生活センター
定４人（先着順）
申９月２日㈪・9:00以降、伊勢市消費
生活センター（☎㉑5717）へ電話

時 10月３日㈭、13:30～15:30
所福祉健康センター
対市内に住所を有する人
定４人（定員を超えた場合は抽選）
申９月26日㈭～10月２日㈬に、社会福祉
協議会伊勢支所（☎㉗2425）へ来所または
電話の上、相談日当日の13:15までに来所
※９月中に申し込みを開始するため、今月　
号に掲載しています。

交通事故
時９月18日㈬、13:00～15:00
所広報広聴課（☎㉑5515）
定４人（先着順）
申相談日当日の8:30～14:30に、広報広
聴課へ来所または電話

時月～金曜日、9:00～16:00
所三重県交通事故相談窓口〔三重県栄
町庁舎・3階〕（☎059・228・7350）

行　政

時９月10日㈫、13:00～15:00
所二見生涯学習センター
問二見総合支所地域振興課（☎421111）

時９月17日㈫、13:00～15:00
所広報広聴課（☎㉑5515）

時９月24日㈫、13:00～15:00
所小俣公民館
問小俣総合支所地域振興課（☎㉒7858）

人　権

時 ９月12日㈭、13:00～16:00（受け付
けは15:00まで）
所広報広聴課（☎㉑5515）

時火・水・金曜日、9:30～16:30
所津地方法務局伊勢支局（☎㉘6158）

公　証 （遺言・契約証明）

時９月５日㈭、13:00～16:00（受け付け
は14:00まで）
所広報広聴課（☎㉑5515）

家庭児童・女性 （児童虐待・DVなど）

時月～金曜日、9:00～17:00
所こども家庭相談センター〔市役所東
庁舎・２階〕（☎㉑5709）

母　子

時月～金曜日、9:00～17:00
所こども課（☎㉑5561）

乳幼児

時月～金曜日、9:00～16:00
所大世古保育所（☎㉕3676）

小・中学生
（子育ての悩みや不安、不登校・いじめ・友人
関係・学習など）

時月～金曜日、8:30～17:15
所スマイルいせ〔小俣総合支所・３階〕
（☎㉒7867）

【臨床心理士によるカウンセリング（要予約）】
時月～金曜日、9:00～17:00
対小・中学生、保護者

青少年 （非行問題など）

時月～金曜日、8:30～17:15
所青少年相談センター〔小俣総合支所・
２階〕（☎㉒7894）

就　職

時月・火・木～土曜日、9:00～18:00
所いせ市民活動センター北館（いせシ
ティプラザ）

対 39歳までの人またはその保護者、学
校の進路担当教諭

問いせ若者就業サポートステーション
（☎636603）

障がい者・障がい児
（福祉サービスの利用相談・日常生活の相談
支援など）

時月～金曜日、9:30～17:30
所障害者総合相談支援センター「フク
シア」（岩渕2丁目4-9、☎㉑3633、FAX
⑳6535）〔訪問による相談も可能〕

高齢者在宅介護

時月～金曜日、8:30～17:15
所地域包括支援センター（☎㉑5583）
　 東地域包括支援センター（☎441165）
　 西地域包括支援センター（☎⑳5055）
　 南地域包括支援センター（☎㉑0080）

時毎日24時間対応
所各在宅介護支援センター〔神路園（☎
㉒6012）、双寿園（☎㉓9231）、白百合
園（☎㉗1511）、山咲苑（☎㉓8000）、正
邦苑（☎381800）、みなと（☎350811）、
楽寿苑（☎㉛0050）、二見ふれあいプラ
ザ（☎434423）、小俣（☎㉗1155）〕

心配ごと　※いずれも、電話相談も可能。

時９月４日㈬、13:30～15:30
所小俣保健センター
問社会福祉協議会小俣支所（☎㉗0509）

時９月11日㈬、13:30～15:30
所福祉健康センター
問社会福祉協議会伊勢支所（☎㉗2425）

時９月18日㈬、13:30～15:30
所・問 社会福祉協議会御薗支所〔ハート
プラザみその北側事務所棟〕（☎㉒
6617）

時９月25日㈬、13:30～15:30
所・問 社会福祉協議会二見支所〔二見ふ
れあいプラザ内〕（☎435551）

登　記

時 ９月10日㈫、13:00～16:00（受け付
けは15:00まで）
所広報広聴課（☎㉑5515）
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